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水道法のҰ෦վਖ਼ʹ͚ͯ

年಄ॴײ

ެӹஂࡒ๏ਓ　څ水ٕࣄज़ৼஂࡒڵ
ઐཧڷߐ　ࣄ　ಓੜ

　年಄にたり、ۘΜで新年の͝ѫࡰをਃし上
げます。
　日ࠒより、財団に対し֨別の͝ࢧԉと͝協
力をࣀり、৺からްくおྱをਃし上げます。
　ۙ年、指定給水装置工ࣄࣄ業者に関するトラ
ϒルが発生していたため、日本水道協会や全国
管工ࣄ業協ಉ組合連合会から「指定給水装置工
、業者のొ更新制度」創設の要望がありࣄࣄ
ް生࿑ಇ省は指定有効期間を 5 年間とする水道
法の一部վਖ਼Ҋを上ఔされました。ް࿑省では、
水道法վਖ਼による指定工ࣄࣄ業者制度への更新
制の導入に合わせ、指定工ࣄࣄ業者や主技術
者のߨश会डߨ状況、配管技能者の配置と資֨
等の報を収集し、水道利用者にఏ供するとಉ
時に、水道ࣄ業者による指導・ಜに活用する
こととしており、主技術者研मについても指
定の有効期間である 5 年͝とにडߨすることが
望ましいと考えています。
　財団は、主技術者研मとして行っている
̴ラーχング研मのडূߨと、主技術者の利
便性を上させるため「給水工ࣄ主技術者໔
状」のわりにر望に応じ携ଳ用ࣸإਅ入りの

「給水装置工ࣄ主技術者ূ」を発行しています
が、これらは 5 年͝との研मडߨ結果ূとして
の利用が可能です。そこで、水道ࣄ業者の利便
性も考慮してコンピュターιフトのվྑ等をվ
ਖ਼水道法の施行時期に合わせて行う༧定にして
おります。
　なお、財団の主要ࣄ業である給水装置工ࣄ
主技術者国家試ݧですが、डݧਃ込者は平
成 26 年からຖ年૿加し、今年度は 452 ໊૿の
17,168 ໊のडݧਃし込みがありました。今年度
の試ݧ日は෩のۙやऺ議Ӄબڍと重なりま
したが、डݧ率は例年と大きく変わらͣ 85.3%

でした。
　վਖ਼水道法の施行後、水道ࣄ業者は指定給水
装置工ࣄࣄ業者に配水管から分ذઠして給水
管を設けることができる給水装置工ࣄ配管技能
定に合֨した技能者数等を確認し、その報ݕ
をఏ供することで水道利用者が指定工ࣄࣄ業者
をબするうえでの報として活用できるよう
になります。
　財団では、配管技能ݕ定会におけるडݕ者
の負୲ܰ減や利便性の上、財団の業務効率化
を進めてきています。具体的には、平成 28 年
度までݕ定会合֨者に発行していた「合֨者ূ
書」（ࢴϕース）を廃止し、合֨者全員に携ଳ用
カー）「配管技能者ূࣄ給水装置工」ਅ入りࣸإ
ドタイプ）を平成 29 年 4 月から発行することと
しました。ࣸਅをషしてのਃが必要でした
が、ݕ定会に合֨された方の約 8 ׂがカードタ
イプをر望されるなど、高い評価をಘています。
　また、これまで発行していた「配管技能者ߨ
श会मྃ者ূ」「配管技能ݕ定合֨者ূ」「配管
技能者認定ূ」も「給水装置工ࣄ配管技能者ূ」
に統一しました。
　調査研究ࣄ業では配水管の分ذから水道メー
ターまでの給水装置の性の上に資するこ
とを目的として、ࡢ年度に「東日本大ࡂ給水
装置ඃ状況調査報告書」を作成しました。平
成 28 年 4 月に発生した۽本地による給水装置
のඃ状況についてもඃࡂ地を๚問し、ඃࡂ水
道ࣄ業体の͝協力をಘて、調査報告書を作成す
ることとしています。
　今年も給水装置工ࣄに携わる༏ྑな技術者・
技能者のҭ成に力を重Ͷてまいる所ଘですの
で、օさま方の一の͝理解と͝ࢧԉをࣀりま
すようおئいਃし上げます。

水道法のҰ෦վਖ਼ʹ͚ͯ
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エッセイ
ׇ水ײࡶ

ྛ　लथ　　

ུྺ
ত和51年4月　　横浜市࠾༻
平成10年4月　　水道ߓہ北Ӧ業ॴ
平成16年4月　　水道ہ計画՝
平成23年5月　　水道ہ理事・水道技ज़管理者・給水部
平成25年6月　　神奈川県内広Ҭ水道ا業ஂ෭ا業
平成28年7月　　（ג）ΫϘλ　ސ

　平成 29 年は、７月に九भ部の߽雨、９月に
෩ 18 ߸、10 月に෩ 21 ߸と、雨のҹ象がڧ
い年であった。特に九भではઢ状降水ଳが࠲ډ
り、ඃをܹしいものにした。
　しかし、関東地方では、空ക雨でॵい日がଓ
き、利根川水ܥでは、ౙقの降ઇが少なかった
こともあり６月のμムஷ水量がܹٸに減少し、
َౖ川流域では取水制ݶが実施されるఔであっ
たが、７月に入りまとまった降雨のためஷ水量
が回෮した。
　一方、ਆಸ川県でも、ക雨期（６月７日から
７月 19 日）における相川上流域の雨量はত
40 年の観測開࢝Ҏདྷ最খレϕルとなり、μムஷ
水率も低下の一途をたどった。７月 26 日には、
記者発表（８月の雨量が平年の 50％しかないと
想定した場合、下०にはஷ水率が 38％に低下す
るとの見込み）を行う状況となった。ஷ水率も
60％をり、全国ࢴにもμムの水位がかなり低
下しているࣸਅが報じられたが、８月に入りલ
ઢのӨڹで、やっとまとまった降雨があったた
め、回෮にかった。
　この状況は、県内最後の水ガメといわれた
ϲμムが平成ٶ 13 年に成し、それまでのஷ
水༰量がഒ૿することで、これからはׇ水にແ
ԑとしていた県内水道ࣄ業体にとってࢥいがけ
ないࣄ態であった。というのも、平成 13 年もか
なりのׇ水であったが、ͪΐうど成したٶϲ
μムのおかげで、ࣄなきをಘており、そのҖ
力を認ࣝさせられていたからであった。
　また、回෮の状況についても、課題が見られ
た。それは、ٶϲμムの࣋つ特徴（༰量に比
較して集水面積がかなり少ないこと）をөし
たもので、県内の主要４μムのうͪ、ٶϲҎ
外の３μム（相、ࡾ、ࢁ保）はす͙にஷ水
率が回෮したが、ٶϲだけはஷ水率のຖ日の
૿加が１％にຬたないゆっくりした回෮であっ

た。結局 10 月の෩でようやく平年ฒみのஷ水
率に回෮したが、今後のμム運用への܇ڭとな
るとࢥわれる。
　さて、ච者は、ԣ市水道局にࡏ੶中、平成
８年に二度のׇ水を経ݧしているので、こͪら
についても少し述べておきたい。
　平成７年度のౙׇ水、平成８年度のՆׇ水と
Μでいるが、ౙׇ水は平成７年のݺ 11 月ࠒか
らそれらしい༷相を見せ、ほとΜど降雨がない
まま、平成８年に入って「ԣ市ׇ水対策本部」
を設置するに至った（県内ࣄ業体もಉ༷に設
置）。取水制ݶをڧ化する一方、市ຽにも節水の
協力を求め、局৬員が水道メーターのิॿ止水
ખをߜるなど、できるݶりの策をとる日々がଓ
いた。この時に経ਂݧい上࢘が、「Նのׇ水はക
雨の大雨や෩の一発で解消するが、ౙׇ水は
主が出現するय़までたなければいけな
いので、ݫしい」とݴわれたのがڧくҹ象にっ
ている。い３月下०の雨でஷ水率が回෮して
対策本部も解ࢄとなった。
　ところが、この年は空ക雨で、ౙׇ水の後Ҩ
のײがあったが、６月には再びஷ水率が低下
し、ౙにଓくׇ水となってしまった。対策につ
いては、やったばかりなので作業的には手際よ
くできた。平塚のࣣ༦ࡇりでは、空がれて
いて、こΜなことは 30 年ৼりだといわれたこと
を֮えている。実にত 39 年のオリンピックׇ
水Ҏདྷということであった。７月中०にക雨明
けલの大雨があり、Նׇ水は一日で解消したが、
年の間に２回もׇ水にૺ۰したことはその後
にもない経ݧとなった。
　最ۙのҟ常降雨（量や場所のภり）やॵな
ど、気候変動によるৼれ෯が段々大きくなって
きており、自વとき合う必要のあるࣄ業に携
わる者としては、ڏݠにまたݡ明に対応してい
く৺構えが必要であろうと考える。
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エッセイ
ʮ͋ͨΓ·͑ʯͰ͋Δ͖ಡॻ
ʮ͋ͨΓ·͑ʯʹͳͬͯ͠·ͬͨ水ಓ

দ木　༤　　

ུྺ
ত和47年3月	 日ຊΨΠγࣜג会ࣾ ೖࣾ
平成20年4月	 ϝλΥʔλʔࣜג会ࣾ 表औకࣾ
平成23年6月	 ಉࣾ 表औక会
平成29年6月	 ಉࣾ ૬ஊ（ݱ）

　こどものࠒʰシートン動物記ʱでಡ書に目֮
め、最ۙではྺ࢙・時খઆと、これまでଟく
の本をಡΜできた。本の中にある、自分が経ݧ
したことのないੈքに৮れることで、想像力が
ૡきཱてられ、৺が๛かになり、そして人生が
ࣄ、がっていく。また、本は、年ྸ、結ࠗ
など人生の転機やนにͿͪたった時にಡみฦ
すことで、作者の別のࢥいに気いたり、別な
で本をଊえることができるなど、その本のࢹ
新なັ力を発見できるし、人生をৼりฦるきっ
かけにもなる。そΜな素ఢな本にあとどれくら
い८り会えるだろうか。
　最ۙಡむのは、8 ׂが日本の࢜道に関する
もので、中でも༿室　ྣ（はむろ　りΜ）のʰ
ϊ記 、hɦۜのොʱには、৺をҾきͣり込まれた。
理不ਚをえび、पりを慮り、࢜道をまっ
とうする࢟は、人間の本࣭、つまりどΜな生き
方をするのかを問うものだ。生れた時もҭͪ
もҟなるとはݴえ、自分にはできない人生への

「ಌれ」のみならͣ、「ࣧౄ」さえもײじてしまっ
た。࢜道の精ਆは、現社会にडけ入れられ
るかどうかは別として、公共インフラ・サービ
スに携わる者として常に؊にじている、֨、
。信頼をৢ成するものとଊえている、ڏݠ
　ಡ書は必વだ。Կނなら、ಡ書は人間にしか
できないことだからだ。ݴいえれば、ಡ書は
人間として「あたりまえ」の行為。だからࢲは、
人にझຯをฉかれても「ಡ書」とはえない。
本をಡむ。つまり自分の目で、ݴ༿や文ࣈを見
る、そしてかみしめること。大量のө像報が
Ҳれ、活ࣈれが進み、想像する力が少しऑく
なっている日本人に、今、最も必要なことでは
ないか。
　Ӧ業部そして経Ӧのཱ場として水・環境ࣄ

業に携わり、あっという間に 45 年がա͗た。
　オイルショックやόϒル่յ、リーマン
ショックといったੈք的な経済ة機による水道
業体をはじめとするॾ先ഐとࣄ、業の難局もࣄ
ともに、これまでԿとかりӽえてきた。しか
しながら、今、高度成期にଟくつくられた施
設・設備のٺ化・化対応、人ޱ減少によ
るࣄ業体の財政難や技術者不などにより、「あ
たりまえ」とされてきた水道ࣄ業そのもの࣋ଓ
がةͿまれている。
　一方で、日本の平均的な水道使用料は 4 人家
族の場合で月 4000 ԁఔ度。携ଳి料ۚの約 4
分の 1 でしかない。その҆価のせいか日本人の
ଟくは、水道はあって「あたりまえ」、むしろ
水道がແいੈք、水道がແい暮らしを想像でき
ないのではないか。公共インフラ・サービスの

「あたりまえ」を࣋ଓできるのも、ಡ書とಉじで、
われわれ人間しかいない。そして、࢜道にあ
る「࢜は社会全体へのٛ務を負う」といった
公の精ਆが、今まさに社会から求められている
のではないか。
　水道ࣄ業の࣋ଓにけた解決策として期さ
れている、ࣄ業のแׅ化や域化といった公ຽ
連携の進展とともに、ࢲどもຽ間企業が果たす
ׂも֦大しつつある。社は、水道分でื
集されたଟくの公ຽ連携プロジΣクトに参画
し、แׅ化や域化のχーズに応えられるよう、
経ݧとϊϋを積み重Ͷながらࣄ業ྖ域の֦
大にめている。
　水道ࣄ業の࣋ଓは、Ӻともࣅている。市ຽ
やࣄ業体、ຽ間企業がともにࢧえ合いながら、
公の精ਆの基、࣍のੈに確実に᧪をつな͙こ
と。大きな変化にॊೈに対応し、できれば۠間
新記でつな͗ଓけてཉしいとئっている。
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　全国తʹߴ度ࡁܦ成ݐʹظઃした施ઃのߋ新࠶構ங、近͍কདྷʹ͍ߴ
֬で発生͢るとさΕて͍る大نࡂのඋ͑ͳͲのରԠがٻΊΒΕて͍
るɻগ子ྸߴԽਓݮޱগʹΑΓ水道ྉۚऩೖがݮগ͢る中で、こΕΒのର
ԠをਐΊるたΊʹは、こΕ·でҎ্ʹ水道のར༻者で͋Γओݖ者で͋るॅ
ຽの理ղ֫ಘがॏ要ʹͳって͘るɻこうしたঢ়گを受け、近年は地ํ公ஂڞ
ମと管工事合が࿈ܞしたΠϕンτの広ใ׆ಈが行ΘΕて͓Γ、ͦのಈ
成Ռʹ目がू·って͍るɻͦこで、ࠓ߸のಛूでは、দຊ市、۴࿏市、
会एদ市、࡚市のऔΈʹ͍ͭて、֤地ํ公ஂڞମの୲者ʹࣥච͍た
だ͍たɻ

ಛɹू ʮެຽ࿈ܞʹΑΔใ׆ಈʯʮެຽ࿈ܞʹΑΔใ׆ಈʯ

ެຽ࿈ܞʹΑΔॅຽཧղͷ
֫ಘʹ͚ͨใ׆ಈ



 ● Vol.19  No.1  2018. 新年号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

5

Water
Plumbing

Engineering

ɾඋݕଳΛੈऀྸߴ

　দ本市上下水道局では、平成 16 年度から、ຽ
生委員・ࣇಐ委員協議会とদ本市水道ࣄ業協ಉ
組合の協力をಘて、一人暮らし高ྸ者宅の水道
設備のݕおよびम理を実施している。
　本ࣄ業は、一人暮らし高ྸ者ੈଳの生活環境
のվળをࢧԉし、շ適な暮らしをࢧえ、生き生
きとした地域づくりにつなげるために行ってい
る。ࣄ業概要は、ຽ生委員・ࣇಐ委員さΜを通
じて、一人暮らし高ྸ者ੈଳ（65 ډҎ上のಠࡀ
者ੈଳ）のうͪ、水道設備のݕおよびम理を
、望するੈଳをつのり、「水道ि間」に合わせر
ຽ生委員・ࣇಐ委員、水道ࣄ業協ಉ組合加ໍ業
者、上下水道局৬員のࡾ者でر望ੈଳを๚問し、
水道施設のݕとम理を行うものである。
　ݕम理の内༰は、メーターパイロットによ
る࿙水の確認、ౚ結防止ଳのר、ݕきし、
水ખ器具のݕ、パッΩン交、調整などの
ܰඍなものは、ࡐ料費をؚめদ本市水道ࣄ業協
ಉ組合のϘランテΟアࣄ業として行っていただ
き、࿙水のम理、水ખ器具のम理、交、排水
設備म理等は、म理費のうͪ 1 ੈଳたり 3 ສ
ԁを上ݶに上下水道局で負୲して実施し、3 ສ
ԁをえたֹۚは、म理ر望者に負୲いただい
ている。また、म理を主とし、グレードアップ、
リフォーム的要素がڧい要望は、ࣄ業の対象外
としている。

7年Ͱશ۠ΛҰ८

　本ࣄ業は、平成 16 年度にদ本市全地۠（合ซ
地۠除く）を対象でスタートしたが、ॳ年度は
رݕ望ੈଳがଟく、ཌ平成 17 年度には合ซ 2
地۠（࢛լ地۠、Ѹ川地۠）を対象に行い、Ҏ
降は別表の通りࣄ業を行ってきている。市内を
7 地۠に分け 7 年で全地۠を一८する計画で進
め、現ࡏは 3 ८目となっている。
　少ࢠ高ྸ型人ޱ減少社会が進む中、対象ੈ
ଳ数は年々૿加し、ますます高ྸ者の一人暮ら
しが૿加している。ࢲたͪদ本市上下水道局৬
員は、このような一人暮らし高ྸ者に寄りఴい、
҆৺҆全な水道を利用していただくために、今
後もݕ、म理をଓけてまいりたいとࢥってい
る。

別表　2巡目の実施状況
年度 対象地区 対象世帯 点検希望世帯 有料修理件数

平成 18年度 東部地区 659 155 69
平成 19 年度 北部地区 773 173 52
平成 20 年度 中央部地区 594 145 69
平成 21 年度 南西部地区 578 120 34
平成 22 年度 南東部地区 546 103 22
平成 23 年度 西部地区 470 142 38
平成 24 年度 波田地区 272 55 7

別表　3巡目の実施状況
年度 対象地区 対象世帯 点検希望世帯 有料修理件数

平成 25年度 東部地区 1003 235 62
平成 26 年度 北部地区 1390 256 50
平成 27 年度 中央部地区 1071 204 28
平成 28 年度 南西部地区 1148 142 39
平成 29 年度 南東部地区 1229 123 27

ҰਓΒ͠ੈऀྸߴଳの
水道ઃඋݕम理事ۀʹ͍ͭͯ

松本市上下水道局営業課

দຊࢢ
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͘͠Ζߓ·ͭΓʹ͍ͭͯ

　۴࿏市の水道ࣄ業は、ত 2 年の給水開࢝か
らࡢ年で 90 प年をܴえ、平成 28 年度時で
の給水人ޱは約 18 ສ 9000 人、年間総配水量は
約 2181 ສ m3、水道管࿏総Ԇは約 1147km の
。となっているن業ࣄ
　۴࿏市の基װ産業である水産業は、これまで
通算 20 年Ҏ上も水༲量日本一をތるੈք有数の
水産都市の一つだったが、ۙ年はさまざまな要
Ҽにより水༲量が減少している。しかし、現ࡏ
も۴࿏ߓは、ࠇைとைが交わる๛かな۴࿏प
ล海域から水༲げされる水産資源を全国各地に
供給する大きなׂを୲っている。
　この生産基൫である۴࿏ߓの開ߓ 50 प年を記
念してত 32 年から࢝まった「くしろߓまつり」
はࡢ年で 70 回目の記念開࠵となり、ຖ年߃例の
大パレードに加えて、東京デΟズχーリκーࡾ
トからミッΩーマスの間たͪがເとຐ法を
ಧけるスϖシϟルパレードも行われるなど、全
国各地からԆべ約 38 ສ人のདྷ場者があった。

水ͷिؒΩϟϯϖʔϯ

　このߓまつり開࠵中の 8 月 5 日（土）と 6 日
（日）の 2 日間、8 月 1 日から 7 日までの「水の
ि間」にもซせて、۴࿏市観ޫ国際交流センター
を会場に「水のि間Ωϟンϖーン」を開࠵した。
　このΩϟンϖーンは、市ຽ生活にとって大

なインフラである上下水道のׂをくって
もらい、その重要性と現状を再認ࣝしていただ
くことを目的に、ࡢ年度にҾきଓいて実施した。
　また、このΩϟンϖーンでは「公ຽ連携」の
取り組みとして、۴࿏市上下水道部と۴࿏市管
工ࣄ業協ಉ組合が協力し、おޓいが࣋つϊϋ
を活かした PR 。業を行っているࣄ
　Ωϟンϖーンの内༰は、水道水の作り方やԚ

水をきれいにする仕組みを学ぶコーナー

3種類の水の飲み比べを行った「きき水コーナー」

͘͠Ζߓ·ͭΓʹ͓͚Δ
水のिؒΩϟϯϖʔϯ

釧路市上下水道部経営企画課

۴࿏ࢢ
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水の処理方法を学べるコーφー、実際に設置し
てあるデβインマンϗールとࡂにڧいૹ配水
管モデルの展示コーφー、水源と浄水方法がҟ
なる 2 つの水道水（۴࿏地۠・Ի別地۠）とミ
ネラルォーターの 3 種類を飲み比べるきき水
コーφー、དྷ場されるおࢠさまを対象にしたࢠ
ども༡び場コーφーなど、体ݧしながら理解を
ਂめる参加型のイϕントを開࠵した。
　このΩϟンϖーンの中で、۴࿏市管工ࣄ業協
ಉ組合には「ૹ配水管の展示コーφー」と「ࢠ
ども༡び場コーφー」に協力していただいた。
　「ૹ配水管の展示コーφー」ではϒースにૹ配
水管の型や実物の止水ખなどを展示し、地
などのࡂにڧいૹ配水管の構とさまざまな
種類の止水ખの組みについて、、ઐ家
からઆ明をしていただいた。
　また、おࡇり会場ということもありࢠやお
ଙさΜ連れのޚさΜもଟく見られることか
ら、水道管等で使うԘビ管を使った手作りのパ
ターΰルフやྠげ、積みセットを用ҙした

どもたͪとࢠ、では「ども༡び場コーφーࢠ」
目ઢを合わせながら一ॹにָしむࢠの࢟も見
られるなど大変盛況で、集٬にも大きな効果が
あった。

དྷऀ͕େ෯ʹ૿

　今年度の実施結果は、ࡢ年度に比べてདྷ場者
数が大෯に૿え、たくさΜの方に上下水道の
ׂと組みを PR できたとಉ時に「あることが
たりલ」のଘࡏである上下水道ࣄ業には「さ
まざまな技術とたくさΜの人が関わっている」

ことをっていただけたとײじている。
　また、ࢲたͪ上下水道ࣄ業関係者ଆにとって
も、自分たͪのී段のࣄが市ຽの日常生活に
いかに結しているか、また、ܽかすことがで
きないライフラインをࢧえていることを再認ࣝ
する場になったとײじている。

ެຽ࿈ܞͰ̧̥ʹྗ

　今後は、۴࿏市でも人ޱや上下水道料ۚの減
少がଓく中で、ٺ施設やٺ管࿏の更新にଟ
ֹの費用を要する大変ݫしい経Ӧ状況となって
いるため、市ຽの理解と協力をಘるためにもよ
り一上下水道ࣄ業についての報発信が大変
重要だと考えている。
　そのためにも、Ҿきଓき、水のि間Ωϟンϖー
ンでの取り組みをॆ実させて、۴࿏市管工ࣄ業
協ಉ組合などຽ間ࣄ業者との連携を図りなが
ら、それͧれのϊϋを活かした PR 活動に
めて行きたいと考えている。

災害に強い送配水管の構造（写真上）や
止水栓の種類（同下）を専門家が説明

塩ビ管の輪投げなどを用意した「子ども遊び場コーナー」
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͍ͯͭʹϑΣελڥ

　環境フΣスタは、会のඒしい自વ環境と生
活環境をकるため会एদ市で開࠵されている
環境イϕントであり、ࡢ年で 25 回目をܴえた。
環境フΣスタは、イϕントの企画・構成や会場
設Ӧ、経理にいたるࣄ務まで、NPO をはじめと
する市ຽ団体と企業、行政が実行委員会を組৫
し協力して行っている。環境フΣスタでは各企
業や市ຽ団体のϒースで、それͧれ取り組Μで
いる環境活動をհしたり、དྷ場者がָしめる
よう体ݧできるコーφーなどを設けており、こ
のイϕントおよび運Ӧを行っている実行委員会
は会एদ市の大きなテーマである「市ຽ協ಇ」
のモデルケースとなっている。

ϑΣελͷಛͱ֓ཁڥճͷࠓ

年ࡢ　 25 回目をܴえた環境フΣスタは、「いま
こそʰもったいないʱの৺を大に」をテーマ
として、͝みを減らし、リϢースをଅすイϕン
トを行った。Ҏ下に、行ったイϕントをհす
る。「もったいない本のリレー」は、市ຽからಡ
まなくなった本を集め、ر望者にແঈでఏ供す
る取り組みであり、例年、ࢠ供けの本やマン
ガなどが非常に人気となっている。さらに、今
年度の新しい企画としてݹ布の回収を行った。
これは、ணなくなった（ݹ布）をདྷ場者にఏ
供してもらい、リサイクル業者を通してリサイ
クルすることで、ΰミを減らす取り組みである。
また、使わなくなったࢠ供用をແঈでఏ供す
るϒースやόβーを行うϒースなどが、「もった
いない」というテーマのもと行われた。
　このほかにも、དྷ場者へ環境に関する˓ʷク25 回目の開催を迎えた環境フェスタ

「もったいない」をテーマに多様な催しを展開した

ϑΣελʹ͓͚Δڥ
͍ͯͭʹಈ׆̧̥

会津若松市環境生活課

ձएদࢢ
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イズを出題して、エコ֨度を調べる「エコ
֨度クイズ」や展示内༰をもとに各ϒースでク
イズを出題し、スタンプを集める「クイズスタ
ンプラリー」などが行われ、ࡢ年もଟくの参加
者がνϟレンジしていた。

߹ͷऔΓΈࣄ

　会管工ࣄ協ಉ組合のօさΜには屋内と屋外
の２カ所に出展いただいた。屋内では、一般住
宅の配管ྼ化の༷ࢠと家庭でできる節水方法を
ϒースで展示し、日々、大な水を運Μでいる
配管の༷ࢠや、簡単な節水方法をることがで
きるため、非常にڵຯਂい内༰となっていた。
屋外では、配管ࡐを使った水మ๒の的あてήー
ムやわたあめのൢചなど行い、ࢠ供たͪがָし
める工をڽらした内༰となっていた。
　なお、高ྸ化しつつある実行委員会にあって、
組合੨年部の۶ڧなஉ性ਞが々と会場設Ӧ・
ఫڈ作業にある࢟は頼もしく、ありがたくײじ
ている。

ϑΣελʹΑΔޮՌڥ

　環境フΣスタへは、市内はもとよりࢁ܊市、
いわき市、ന河市などのౡ県内各地のほか、
ԕくはԣ市などからདྷ場される方もいた。ア
ンケートではདྷ場者の 85％Ҏ上は、「よかった」
とえており、དྷ場者のຬ度の高さがうかが
える。このຬ度の高さがىҼしてか、イϕン

トにདྷられた方の約 10％は༑人・人のհで
དྷ場されており、དྷ場者のຬ度の高さが、環
境保全ҙࣝの֦大へつながっているようであ
る。さらに、དྷ場者のうͪ約 30％は、όス、自
転ं、ెาなど自動ंを使わͣདྷ場している。
地方都市で行われたイϕントにおいて、自動ं
を使用しないׂ合の高さからもདྷ場者一人ͻと
りの環境保全ҙࣝの高さがうかがえる。

ͷ՝ɾऔΓΈޙࠓ

　環境保全の取り組みは、ܧଓしていくことが
必要であり、ੈ࣍につないでいくことが重要
である。そこで、࣍を୲うࢠどもたͪをؚめ
たए年の環境保全ҙࣝのৢ成を図るために、
今後環境フΣスタへࢠどもたͪが積ۃ的に参加
できるイϕントをଟく開࠵する必要があると考
える。今回の環境フΣスタでは、20 のདྷ場者
ׂ合が低かったことから、これから社会人にな
るੈにけてԿができるのか市ຽの方々と考
えながら、よりよい環境フΣスタとなるよう取
り組Μでいきたい。

屋外では、配管材を使った水鉄砲の的あても行った

管工事組合は、屋内で一般住宅の配管劣化の様子と
家庭でできる節水方法を展示
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29年ͷྺ࢙Λ༗͢Δ水ϑΣελ

　࡚水道は、明治期において、ԣ、വؗに
ࡢ、ͪ࣋を࢙いで日本で３൪目に開設したྺ࣍
年で創設 126 年をܴえる。本ཝでは、このよう
ないྺ࢙の中で、平成ݩ年度Ҏ降、ࡢ年で 29
回目の開࠵となった「水フΣスタ」について、
͝հしたい。
　࡚市上下水道局では、ຖ年 8 月 1 日の「水
の日」から 9 月 10 日の「下水道の日」の間であ
る 8 月の土༵日または日༵日において、「水フΣ
スタ」を開࠵している。その目的は、「水の日」
および「下水道の日」の主ࢫを౿まえ、水資源
の有ݶ性、水循環の重要性および下水道のׂ
等について市ຽの関৺を高め、水道ࣄ業および
下水道ࣄ業への理解をਂめるため、ଟくの市ຽ

（特にࣇಐ生ె）が参加してָしめるイϕントを
実施することである。
　平成ݩ年度より、খϲ浄水場内（࡚市上
戸ொ 4 ஸ目）において「浄水場で༡Μでみよう」
のイϕントとして産をあげた「水フΣスタ」

であるが、その後、平成 16 年 4 月 1 日の上下水
道組৫統合をܖ機に、平成 17 年度からはよりଟ
くの集٬を求めてイϕントのنを֦大し、
࡚水ลの公Ԃ（࡚市常൫ொ）において実施
している。

աߴ࠷ڈͷ7000ਓ͕དྷ

　今年度の「水フΣスタ」は、平成 29 年 8 月 19
日（土༵日）に開࠵した。日は、水道・下水
道に係るパネルの展示、きき水アンケート、
࡚市ϖットϘトル水道水「あじさいの（しͣ
く）」プレθント、ࢠどもたͪに大人気のઓୂΩϟ
ラクターショーをはじめ、降ઇやプールなど「ྋ」
がָしめるアトラクション、そのଞたくさΜの
学びの場や࠵し物（約 20 ϒース）を४備した。
　会場内のϒースでは、市ൢのミネラルォー
ター等と浄水場から取水した࡚の水との飲み
比べ（きき水アンケート）によるॱ位ථを行
うとともに、࡚市のϖットϘトル水道水「あ
じさいの」を熱中対策のためにも配布する

降雪やプールなど「涼」が楽しめるアトラクションを展開

水ϑΣελʹ͍ͭͯ

長崎市上下水道局業務部総務課

࡚ࢢ



 ● Vol.19  No.1  2018. 新年号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

11

Water
Plumbing

Engineering

（約 4000 本）など、࡚市の水道水を̧̥する
ઈの機会にܙまれた。
　また、ࡢ年の７月に重要文化財に指定された

「本
ㆻ ㇓ ㆔ ㆄ ㆡ

河内水
㆙ㆂ㆒㇓

源地
ㆡ

水
㆙ㆂㆩㆄ

道施
㆗

設
㆛ㆤ

」をհする特大パネ
ルの展示を行い、タイムリーに市内のμムへの
関৺を高めることができたとײじている。なお、
本河内水源地水道施設内にある本

ㆻ ㇓ ㆔ ㆄ ㆡ

河内高
㆓ㆄ

部
ㆶ

μム
は、明治 24（1891）年に、日本人（٢ଜ策）
により建設された日本で最ॳのμム式水道施設
である。
　さらに、今回は、特別ήストに「水の報官・
外交官」として全国各地で活༂される、࡚市
出のʰ2017 ミス日本「水のఱ使」ٶ㟒あͣさ
さΜʱをおܴえした。日はステージ出ԋだけ
ではなく、「水の循環」を学Ϳワークショップに
も参加され、ॵの中、ٶ㟒さΜには、まさに「水
のఱ使」としてฃಆしていただいた。その効果
もあり、今年度のདྷ場者数は、աڈ最高となる
約 7000 人にも上ることとなった。

ಇ̧̥ͯ͠ڠ߹ͱࣄ

　さて、ຖ年、「水フΣスタ」に協力団体として
出展されている࡚市管工業協ಉ組合は、「上下
水道料ۚ収ೲࣄ務等委ୗ」のほか関連業務にお
いてもޓいに連携するࣄ業者である。また、ࡂ

本地۽年のࡢ、ԉ協定もక結しておりࢧ時の
の際には、局৬員とνームを組み、ࡂ෮چ
に͝協力いただいたところである。今年度の「水
フΣスタ」では、テント内でのԑ日コーφーを
はじめ配管用のԘ化ビχルパイプで作成したҜ
等、「ものづݧథ、ଧָ器の展示やԋ体、ࢠ
くりのプロ」としてのົ技を൸࿐され、まさに、
上下水道ࣄ業に携わる者ಉ࢜の協ಇが成ཱして
いることに、この場をआりてਂくँײਃし上げ
たい。

ํͷίϛϡχέʔγϣϯͷػܖʹ

　最後に、ࢠどもたͪをؚめ「水フΣスタ」に
དྷ場される方々は、人ޱ減少に伴う給水収ӹ・
下水道使用料の減収、ٺ化する上下水道施設
の更新など、上下水道ࣄ業が面している課題
について、共有すべきパートφーである。新水
道ビジョン（ް生࿑ಇ省）においては、重的
方策としてʰ住ຽとの連携のଅ進ʱをܝげられ
ており、কདྷ的には「水フΣスタ」が、খ学ߍ
での出લत業ಉ༷に、住ຽと上下水道ࣄ業者の
方間のコミュχケーションを築くきっかけ
となるイϕントにঢ՚させたい。

水の天使の宮﨑さんが奮闘

ペットボトル水道水「あじさいの雫」を配布（写真上）
するとともに、きき水アンケート（写真下）を行い、
長崎市の水道水をPR
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ͷ給水ํࣜݐߴ

̍ɹߴݐͷڅਫํࣜ
　給水方式は、水道水を給水するʰ結式ʱ
と、水道水をड水槽にஷཹして給水するʰड水
槽式ʱの 2 つに۠分されます。
　さらにʰ結式ʱは、水道の配水ѹ力のみで
低階に給水するʰѹ結方式ʱと、給水管
の途中に水道用結加ѹܗポンプϢχットを設
置し、ѹ力をิい高階まで給水する「૿ѹ
結方式」があります。（図－ 1）
　この「૿ѹ結方式」の場合、ポンプϢχッ
トの֨ن（日本水道協会֨ن・+WWA B 130）
が最高使用ѹ力（給水全༲ఔの最大値）0.75Mpa
としているため、ポンプの最高༲ఔは約 75m（16
階ఔ度）となることから、高建物のଟくで「ड
水槽式」が採用され、給水されています。

̎ɹडਫ૧ࣜʹΑΔߴݐͷڅਫ
　高建物に対してड水槽式により給水する
際、給水ܥ統を 1 統にすると下階においてܥ
給水ѹ力がա大となり、水ખ・給水器具等の使
用にࢧোをきたしたり、ォーターϋンマ現象
等が生じたりします。そこで、建物内に中間水
槽を設け、給水۠域を 2 統Ҏ上に分けるκーܥ
χング方式により給水されています。
　κーχング方式として、࣍の 3 つがあります。
①セパレート方式・・・・・・・（図－ 2）

ड水槽から中間水槽・高Ս水槽へ各々ポンプ
༲水し、自વ流下により階下へ給水する方式

②ブースター方式・・・・・・・（図－ 3）
ड水槽からポンプで中間水槽まで༲水し、さ
らにポンプで高Ս水槽まで༲水する方式

③スピルバック方式・・・・・・（図－ 4）
༲水した高Ս水槽から中間水槽に分水し、
各々自વ流下で階下へ給水する方式

　ੈք一高いిౝである東京スカイツリー
（地上高 634m）では、ෳ数の中間水槽を設け
༲水し、自વ流下を利用する高Ս水槽方式と加
ѹ給水方式を、高さに応じて使い分け、各展望
へと給水しています。（図－ 5）

水ஔ2�"ʲ39ʳڅ˔

̦ɹ౦ژεΧイπリーͳͲͷߴݐͷ給水ํࣜΛ͍ͩͯ͑͘͞ڭɻ

"

【図－ 1】給水方式の区分

【図－2】セパレート方式 【図－3】ブースター方式 【図－4】スピルバック方式
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̏ɹ૿ѹ݁ࣜʹΑΔߴݐͷڅਫ
　ۙ年では、ෳ数の結加ѹܗポンプϢχット
をྻଟ段に設置することで、લ述の単体のポ
ンプϢχットの༲ఔ能力（階高 16 階）をえ
るような高建物に給水可能な「૿ѹ結方式

（ྻଟ段型）」を採用している都市もあります。
（図－ 6）このため、高の建物に対してもड
水槽式だけでなく、結給水を採用できるよう
になっています。
　この方式は、建物の中間に૿ѹポンプを
加設置し、ѹ力を中ܧして給水するシステムで、
ポンプの連動作動によるタイムラグによりѹ力
変動が生じる可能性があります。このため、２
段目Ҏ降の૿ѹポンプにѹ力タンクや制ޚ装置
の設置などにより、ు出ѹ力変動（流量変動、
動・ఀ止時のաѹ力࢝込ѹ力変動、ポンプٵ
変動等）の基४をクリアしなければなりませΜ。
　また、東京都では、単体のポンプの場合に、
ォーターϋンマや຺動の発生防止、அ水時等
の負ѹ解消等を目的として、ཱͪ上がり配管の
部にٵ排気หを設置していますが、この方式
では、૿ѹポンプのܥ統͝との主配管部分にそ

れͧれ設置することとしています。
　なお、東京都においては、この「૿ѹ結方
式（ྻଟ段型）」を平成 21 年から採用してお
り、これまで 66 件の建物（最高階高 43 階）で、
この方式により結給水されています。

̐ɹબ֦͕ࢶ大͢Δڅਫํࣜ
　ۙ年、給水方式は、૿ѹ結給水（ྻଟ段
型）による高建物への対応のほか、ෳ数の૿
ѹポンプをฒྻに設置することで、これまで適
用できなかった大نな集合住宅等への結給
水も可能になっています。
　こうした新たな給水方式の導入により、さま
ざまな建物において結給水が可能になるな
ど、給水方式に対する需要者のબࢶが大෯に
֦大しています。
　このため、給水設備の新設やվにたって
は、各給水方式の特徴やメリットをे分に比較・
したうえで、需要者に対し最適な給水方式౼ݕ
をબ・ఏҊする必要があります。

（東京都水道局給水部給水課）

【図－5】東京スカイツリーの給水方式（イメージ）

【図－6】増圧直結方式（直列多段型）
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平成25年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成課題報告書

給水ʹ͓͚ΔثػɾγεςϜͷ࠷దԽͱ࣮ݱͷ՝題
ʙ給ഉ水ઃඋʹ͓͚ΔলݯࢿɾলΤωϧΪʔͷ

ఆྔతධՁϓϩάϥϜͷߏஙͱࢉఆ݁Ռ͔Βʙ
Optimization of Equipment and Systems of Water Supply and Issues for Realization 
From Construction and Results of Quantitative Evaluation Method of Resource 
and Energy Conservation in the Water Supply and Drainage System

খത೭（東洋大学）
தຽ༤（静岡文化芸術大学）

　給ഉ水ઃඋʹ͓けるઅ水ثػ行ҝ、γスςϜのಋೖが、ͲΕ͘Β͍のলݯࢿ・লΤωϧΪʔ
ʹͳる͔をఆྔతʹධՁ・表ࣔ͢るख法を։発し、ͦしてઃ計者施ओ、学生ͳͲのॳ学者がڭ
γスςϜ・ثػることで、給ഉ水ઃඋʹ͓ける͢༺࠾る理ղし͍͢؆ศͳख法を͑としてࡐ
の࠷దԽ、さΒʹڥのྀのऔΓΈがΑΓਪਐさΕることをΊ͟して͍るɻຊڀݚでは、
અ水行ҝ、লثػධՁγスςϜʹ͓ける給ഉ水ઃඋのධՁをௐࠪした্で、અ水ڥஙのݐ
ΤωϧΪʔγスςϜ、ࡶ༻水ར༻γスςϜのಋೖが、লݯࢿ・লΤωϧΪʔʹͲΕ͘Β͍ͭͳが
るの͔を؆қʹࢉग़͢るϓϩάϥϜを࡞成し、試݁ࢉՌをࣔしたɻ給水ʹ͓けるثػ・γスςϜ
の࠷దԽʹ͓͍ては、ޙࠓγスςϜ全ମの水ݯࢿ・ΤωϧΪʔྔをྀߟしてఆΊͳがΒܾఆして
͍͘ඞ要が͋Γ、ৄࡉͳϓϩάϥϜとの࿈ܞがඞ要で͋るɻ

　5IF	FWBMVBUJPO	BOE	 JOEJDBUJPO	NFUIPE	 JO	B	RVBOUJUBUJWF	XBZ	 JT	EFWFMPQFE	UIBU	
IPX	NVDI	FBDI	FGGPSU	PG	 UIF	 SFTPVSDF	BOE	FOFSHZ	DPOTFSWBUJPO	BCPVU	B	XBUFS	
TVQQMZ	BOE	ESBJOBHF	TZTUFN	XJMM	CF	 JO	 UIJT	QBQFS.	8IFO	 JU�T	QPTTJCMF	 UP	NBLF	
UIF	TJNQMF	UPPM	UIF	XBZ	PG	DBMDVMBUJPO	UFOET	UP	VOEFSTUBOE,	 JU�MM	CF	QSPNPUJPO	UP	
PQUJNJ[F	QMVNCJOH	FRVJQNFOU	BOE	TZTUFN,	BOE	UP	DPOTJEFS	XBUFS	FOWJSPONFOU	CZ	
UIF	 MFWFM	PG	UIF	BSDIJUFDU	BOE	UIF	DMJFOU	BOE	XF	DBO	UIJOL	 JU	DBO	BMTP	CF	VUJMJ[FE	
BT	FEVDBUJPOBM	DPOTJEFSBUJPO.	 *O	UIJT	QBQFS,	 JU�T	TVSWFZFE	UIF	FWBMVBUJPO	PG	XBUFS	
TVQQMZ	BOE	ESBJOBHF	TZTUFN	BCPVU	FOWJSPONFOUBM	QFSGPSNBODF	FWBMVBUJPO	UPPM	 JO	
UIF	pSTU.	"U	UIF	FOE,	XBUFS	SFTPVSDFT	BOE	UIF	FOFSHZ	DPOTVNQUJPO	BSF	DBMDVMBUFE	
BT	B	UFTU	VTJOH	UIF	EFWFMPQFE	QSPHSBN,	BOE	B	DIBOHF	 JO	UIF	DPOTVNQUJPO	PG	UIF	
XBUFS	SFTPVSDFT	BOE	UIF	FOFSHZ	JT	DBMDVMBUFE	CZ	JOUSPEVDUJPO	PG	XBUFS	DPOTFSWBUJPO	
FRVJQNFOU,	XBUFS	DPOTFSWBUJPO	CFIBWJPS,	 JOUSPEVDUJPO	PG	 SFOFXBCMF	FOFSHZ	 JO	IPU	
XBUFS	TVQQMZ	BOE	 JOUSPEVDUJPO	PG	OPO�QPUBCMF	XBUFS	VTF.	 *O	 UIF	PQUJNJ[BUJPO	PG	
FRVJQNFOU	BOE	TZTUFNT	JO	XBUFS	TVQQMZ,	JU	JT	OFDFTTBSZ	UP	EFDJEF	JO	DPOTJEFSBUJPO	
PG	 UIF	XBUFS	BOE	FOFSHZ	DPOTVNQUJPO	PG	 UIF	XIPMF	TZTUFN	 JO	 UIF	 GVUVSF,	BOE	
DPPQFSBUJPO	XJUI	UIF	EFUBJMFE	QSPHSBN	JT	OFDFTTBSZ.

要　旨

ABSTRACT
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͡Ίʹ1

　気候変動に関する国際連合枠組条約が 1994 年
に公布され、温室効果ガスの削減が喫緊の課題
となっている。2015 年の COP21 において策定
されたパリ協定では、2013 年度比で 2030 年度に
26.0％削減するとの中期目標が定められている 1）。
　また、2020 年までに新築公共建築物等で、さ
らには 2030 年までに新築建築物の平均で ZEB

（Net Zero Energy Building）を実現すること
を目指す「ZEB ロードマップ」が 2015 年 12 月
に日本政府により公表された 2）。給排水設備に
おいても、地球温暖化対策の一環での省エネル
ギー化は喫緊の課題である。
　一方、雨水の利用を推進することで水資源の
有効な利用を図り、あわせて下水道、河川等へ
の雨水の集中的な流出の抑制に寄与することを
目的とする「雨水の利用の推進に関する法律」
が 2014 年に施行された。給水装置をはじめとし
て、一連の給排水設備システムにおける省資源
ならびに資源の有効利用、省エネルギーは総合
的に取り組むべき課題である。
　そこで本研究では、給排水設備における節水
機器や行為、システムの導入が、どれくらいの
省資源・省エネルギーになるかを定量的に評価・
表示する手法を開発する。そして設計者や施主
が理解しやすい簡便な手法を採用することで、
給排水設備における機器・システムの最適化、
さらに環境への配慮の取組がより推進されるこ
とをめざしている。
　なお、本研究は、主に参考文献 3）を基にして
まとめたものである。

ͷํ๏2ڀݚ

　日本で開発されている建築物総合的環境性能
評価ツール「CASBEE」4）、建築物エネルギーシ
ミュレーションツール「the BEST Program」5）、 
ア メ リ カ に お け る 環 境 性 能 評 価 シ ス テ ム

「LEED」6）における給排水設備の扱いについ

て概観する。また、アメリカのエネルギー省
で策定されている「Net Zero Water Building 
Strategies」7）の評価要素を確認する。
　これらの評価手法および各種原単位に関する
文献を参考にしながら、用途別の水源、給水、
消費、排水、水処理に至るプロセスと、これら
の水資源とエネルギー（本研究においては二酸
化炭素排出量）に関する原単位を定める。そし
て建物における水資源とエネルギー消費量を算
出するワークシートを作成する。最後に、この
ワークシートを用いた試算を行い、節水器具や
節水行為、再生可能エネルギーの導入、雑用水
利用の導入による水資源、エネルギーの消費量
の変化を考察する。

水ݯࢿɾΤωϧΪʔͷධՁख๏πʔϧͷධՁ3

3.1　CASBEE
　2002 年に開発されたCASBEE（Comprehensive 
Assessment System for Built Environment 
Efficiency）の評価は、BEE（Built Environment 
Efficiency）=Q（Quality）／ L（Load）でなさ
れる。建築環境性能が高いほど、また、建築環
境負荷が低いほど高い評価となる。
　給排水設備関連の項目は、「サービス性能」に
おける空調・給排水配管の更新必要間隔、給排
水・衛生設備の信頼性、給排水管の更新性、室
外環境における生物環境の保全と創出（ビオ
トープ）がある。「建築環境負荷」については、
設備システムの高効率化における給湯設備等の
省エネルギーの対策と効率的運用、水資源保護
としての上水使用量の削減に寄与する雨水利
用、雑用水利用、地域環境の配慮としての雨水
流出抑制が盛り込まれている。しかし、これら
の項目は部分的であり、インフラや各項目の関
連性は考慮されていない。

3.2　The BEST Program
　The BEST Program は、建築物におけるあら
ゆる設備を連成したシミュレーションができる
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こと、気象データや負荷パターンを用いた詳細
なシミュレーションができることを特徴として
いる。給排水衛生設備においては、給水、給湯、
雨水利用の 3 つのプログラムがある。デフォル
トの条件では簡易にシミュレーションが可能で
あり、条件をカスタマイズすれば詳細なシミュ
レーションが可能である。しかし、給排水衛生
設備における省資源・省エネルギーの全体像を
つかむことは難しい。

3.3　LEED
　LEED v4 BD+C（2015 年 7 月 1 日更新）で
は、統合プロセスとして水関連システムが取り
上げられている。ここでは、屋内外の水需要の
削減、非飲料水の供給源の供給量の評価などに
よって、水道、下水道の負荷低減に寄与するこ
とが明記されている。また、敷地における SS

（Sustainable Sites）クレジットの「雨水管理」

において、グリーンインフラの整備による雨水
の流出抑制が明記されている。さらに水の効率
的利用（WE：Water Efficiency）において、 屋
外の水使用量削減における潅水の不要か潅水量
の削減、屋内の水使用量削減の中での節水器具
の使用、水量の測定、潅水の削減が明記されて
いる。しかし、LEED はポイント制が取られて
おり、各項目の採用が具体的にどれだけの効果
をもたらすのかがはっきりとしない。

3.4　Net Zero Water Building
　「Net Zero Water Building Strategy」 で は、
雑用水利用と排水・雨水の地下浸透量を使用水
量で除算して、その比を求める算出方法で上下
水道負荷の削減を図ろうとしている。日本では、
下水道や河川などの放流先がある場合には地
下浸透が禁止されている。しかし、放流先がな
い場合に地下浸透式が用いられることがあるた

図 -1　スプレッドシート（ケース 1の場合）
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め、本研究では、この概念に基づき、建物にお
ける使用水量とエネルギー消費量が算出できる
モデルを作成することにした。

水ݯࢿɾΤωϧΪʔͷධՁϓϩάϥϜͷ࡞成ͱࢉࢼ�

4.1　目的
　給水における機器・システムの最適化を図る
上で、一連のシステムにおける省資源・省エネ
ルギーを定量的に評価することが今後重要とな
ると考えられることから、水使用を細分化して
水資源・エネルギー量を計算できるプログラム

（スプレッドシート）をコンピュータ上に構築し
て、省資源・省エネルギーにつながる機器、シ
ステムの試算を行った。算出に用いたスプレッ
ドシートを図 -1に、各ケースのパラメーターを
表 -1に示す。

4.2　プログラムにおける計算方法
　水使用を用途別に 17 に分けて、各々の 1 回あ

たりの使用水量を参考文献 8）から推定した。そ
して、1 人 1 日あたりの使用回数・使用人数を
入力し、年間の使用日数をかけ合わせて各々の
水使用における年間の使用水量を算出する。
　水資源は、水源、給水、給湯、排水、水処理
の 5 段階に分類し、各々の用途に応じた使用水
量・二酸化炭素排出量を集計する。各々の用途
における二酸化炭素排出量原単位は、参考文献 9）

〜 13）を基に推定した。これらの数値は図 -1内に
記述してある。

4.3　試算
　本研究では、家族人数 3 人、屋根面積 100m2、
年間降水量 1300mm、雨水収集率 50% の戸建住
宅を試算した。システムと機器の条件を表 -1に
示す。本研究では、ケース 1「上水のみの使用（雨
水は浸透）」、ケース 2「節水器具の導入」、ケー
ス 3「浴槽浴回数の削減」、ケース 4「太陽熱給
湯システムの導入」、ケース 5「雨水利用の導入」、
ケース 6「排水再利用の導入」、ケース 7「浄化

表 -1　各ケースのパラメーター
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槽排水浸透」の 7 つの
ケースで分析を行った。
図 -2に例としてケース
6 のフロー図を示す。ま
た、使用水量と CO2 排
出量の総合的な試算結果
を図 -3に示す。
　この試算では、節水器
具の導入と浴槽浴の減少
で使用水量が最大で 20%
減少されることがわか
る。さらに、これらに加
え、太陽熱給湯システム
と雨水利用システムを導
入することで、CO2 排出
量が最大で 49% 削減さ
れることがわかる。
　このプログラムの使用
により、各々のシステム
導入による水資源・エネ
ルギーの削減、インフラ
への負荷削減など、さま
ざまな状況を相対的に評
価することが可能とな
る。戸建住宅を想定した
試算では、節水器具の導
入で雑用水の処理量と使
用量が減少していること
もあり、雨水利用を導入
することが望ましいこと
がわかる。
　また、日本では浴槽浴
が日常行われていること
から、給湯量の削減なら
びに太陽熱給湯システム
の導入がエネルギーの削
減にとても有効であるこ
とがわかる。

図 -2　ケース 6のフロー図（排水再利用の導入）

図 -3　試算結果（上は各ケースの使用水量、下は各ケースのCO2排出量）
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݁5

　本研究では、建築物の環境評価システムを概
観しつつ、節水機器や節水行為、省エネルギー
システム、雑用水利用システムの導入が、省資
源・省エネルギーにどれくらいつながるのかを
簡易に算出するプログラムを作成し、試算結果
を示した。給水における機器・システムの最適
化においては、今後システム全体の水資源・エ
ネルギー量を考慮して定めながら決定していく
必要がある。
　本研究において作成したプログラムは、年
間を通した水資源・エネルギー量を算出で
きるが、給水装置の設計の最適化にはさらに
詳細なプログラムの作成が必要である。必
要な瞬時負荷や日使用水量を考慮するため
に、精緻な条件を設定して給水量を算定でき
るプログラムとして開発が進められている
MSWC（Murakawa's Simulation for Water 
Consumption）などとの連携を図る必要がある。
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公 衆 衛 生 概 論公 衆 衛 生 概 論

問題　1  水ײܥછのݪҼͱなる次のපݪඍੜのうち、ড়水場ͰのԘૉফಟ͕有効Ͱないものは

どれか。

⑴ පੑݪେ̤ە
㉃

øüþ

⑵ レδΦωϥଐە

⑶ クリϓトεϙリδϜ

⑷ ϊϩΠϧε

問題　2 。Ԙૉに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれかཹ 

⑴ 給水ખにおけるཹԘૉೱは、݁合ཹԘૉの場合は ÷õø NH�- Ҏ上、༡ཹԘ

ૉの場合は、÷õû NH�- Ҏ上をอ࣋していなけれならない。

⑵ Ұൠに༻されているԘૉܥফಟࡎͱしては、次ѥԘૉࢎφトリϜ、ӷԽԘૉʢӷମ

Ԙૉʣ、次ѥԘૉࢎΧϧγϜʢߴさらしคをؚΉʣ͕ ある。

ࢎをػফಟしたり、有ەࡴԘૉͱは、ফಟ効Ռのある有効Ԙૉ͕水தのඍੜをཹ ⑶

Խ分ղしたޙも水தにཹしているԘૉの͜ͱͰある。

⑷ ༡ཹԘૉには、次ѥԘૉࢎͱ次ѥԘૉࢎΠΦン͕ある。
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1

⑷ ϊϩΠϧε

問題　2 。Ԙૉに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれかཹ 

⑴ 給水ખにおけるཹԘૉೱは、݁合ཹԘૉの場合は ÷õø NH�- Ҏ上、༡ཹԘ

ૉの場合は、÷õû NH�- Ҏ上をอ࣋していなけれならない。

⑵ Ұൠに༻されているԘૉܥফಟࡎͱしては、次ѥԘૉࢎφトリϜ、ӷԽԘૉʢӷମ

Ԙૉʣ、次ѥԘૉࢎΧϧγϜʢߴさらしคをؚΉʣ͕ ある。

ࢎをػফಟしたり、有ەࡴԘૉͱは、ফಟ効Ռのある有効Ԙૉ͕水தのඍੜをཹ ⑶

Խ分ղしたޙも水தにཹしているԘૉの͜ͱͰある。

⑷ ༡ཹԘૉには、次ѥԘૉࢎͱ次ѥԘૉࢎΠΦン͕ある。

問題　3  水ಓ法ୈ û に規定する水質基準に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ පݪੜにԚછされ、ຢはපݪੜにԚછされた͜ͱをٙΘͤるようなੜए
㇂

し͘は

質をؚΉものͰない͜ͱ。

⑵ γΞン、水ۜそのଞの有ಟ質をؚ·ない͜ͱ。

。は、΄ͱΜどແ৭ಁ໌Ͱある͜ͱ؍֎ ⑶

⑷ ফಟによるषຯ͕ない͜ͱ。
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水 道 行 政

問題　4  水ಓ法に規定する水ಓۀࣄのೝՄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓ法Ͱは、水ಓऀۀࣄをอޢҭするͱಉ࣌にध要ऀのརӹをอޢするために、水ಓ

。ΈͱしてೝՄ੍をͱͬているをಜするऀۀࣄ

⑵ 水ಓۀࣄをܦӦしようͱするऀは、ࢢொଜのೝՄをडけなけれならない。

⑶ 水ಓܦۀࣄӦのೝՄ੍によͬて、ෳの水ಓऀۀࣄのڙ給۠Ҭ͕ॏෳする͜ͱによる

ෆ合ཧɾෆ͕ࡁܦճආされる。

⑷ 水ಓ༻水ڙ給ۀࣄにͭいては、給水۠Ҭの֓೦はない͕、水ಓۀࣄのػのҰ部をସ

するものͰある͜ͱから、ೝՄ੍をͱͬている。

問題　5  水ಓ法ୈ øĀ の水ಓ技術管ཧऀに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓऀۀࣄは、水ಓの管ཧにͭいて技術上のۀを୲当さͤるため、水ಓ技術管ཧऀ ø

ਓを置かなけれならない。͜の場合、水ಓऀۀࣄは、ࣗら水ಓ技術管ཧऀͱなる͜ͱは

Ͱ͖ない。

⑵ 水ಓ技術管ཧऀは、水ಓによりڙ給される水の水質ࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜

れらのࣄにैࣄするଞの৬һをಜしなけれならない。

⑶ 水ಓ技術管ཧऀは、水ಓࢪ設͕水ಓ法ୈ ü の規定によるࢪ設基準に適合しているかど

うかのࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜れらのࣄにैࣄするଞの৬һをಜしなけれ

ならない。

⑷ 水ಓ技術管ཧऀは、給水装置の構造及び材質͕水ಓ法ୈ øý の規定に基ͮ͘ྩͰ定

める基準に適合しているかどうかのࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜れらのࣄにैࣄ

するଞの৬һをಜしなけれならない。

�

水 道 行 政

問題　4  水ಓ法に規定する水ಓۀࣄのೝՄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。
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ෆ合ཧɾෆ͕ࡁܦճආされる。

⑷ 水ಓ༻水ڙ給ۀࣄにͭいては、給水۠Ҭの֓೦はない͕、水ಓۀࣄのػのҰ部をସ

するものͰある͜ͱから、ೝՄ੍をͱͬている。

問題　5  水ಓ法ୈ øĀ の水ಓ技術管ཧऀに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓऀۀࣄは、水ಓの管ཧにͭいて技術上のۀを୲当さͤるため、水ಓ技術管ཧऀ ø

ਓを置かなけれならない。͜の場合、水ಓऀۀࣄは、ࣗら水ಓ技術管ཧऀͱなる͜ͱは

Ͱ͖ない。

⑵ 水ಓ技術管ཧऀは、水ಓによりڙ給される水の水質ࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜

れらのࣄにैࣄするଞの৬һをಜしなけれならない。

⑶ 水ಓ技術管ཧऀは、水ಓࢪ設͕水ಓ法ୈ ü の規定によるࢪ設基準に適合しているかど

うかのࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜れらのࣄにैࣄするଞの৬һをಜしなけれ

ならない。

⑷ 水ಓ技術管ཧऀは、給水装置の構造及び材質͕水ಓ法ୈ øý の規定に基ͮ͘ྩͰ定

める基準に適合しているかどうかのࠪݕに関するࣄにैࣄし、及び͜れらのࣄにैࣄ

するଞの৬һをಜしなけれならない。

水 道 行 政
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問題　6  水ಓ法ୈ øü の給水ٛに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓऀۀࣄは、当֘水ಓにより給水をडけるऀ͕ྉۚをࢧΘないͱ͖は、ڙ給規ఔの

定めるͱ͜Ζにより、そのऀにରする給水をఀ止する͜ͱ͕Ͱ͖る。

⑵ 水ಓऀۀࣄは、当֘水ಓにより給水をडけるऀにରし、ਖ਼当なཧ༝͕ありΉをಘない

場合をআ͖、ৗ࣌給水をߦう͕ٛある。

⑶ 水ಓऀۀࣄは、ܭۀࣄըに定める給水۠Ҭ内のध要ऀから給水ܖのਃしࠐΈをडけた

ͱ͖は、いかなる場合Ͱあͬても͜れをڋΜͰはならない。

⑷ 水ಓऀۀࣄは、当֘水ಓにより給水をडけるऀ͕ਖ਼当なཧ༝なしに給水装置のࠪݕをڋ

Μͩͱ͖は、ڙ給規ఔの定めるͱ͜Ζにより、そのऀにରする給水をఀ止する͜ͱ͕Ͱ͖る。

問題　7  水ಓ法に規定する給水装置ࣄ主技術ऀの৬ͱしての水ಓऀۀࣄͱの࿈བྷຢはௐに

関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 配水管から分ذして給水管を設けるࣄにる法、ظそのଞのࣄ上の݅に関す

る࿈བྷௐ。

Π 水ಓϝーターのԼྲྀଆに給水管及び給水ખを設けるࣄにる法、ظそのଞのࣄ

上の݅に関する࿈བྷௐ。

 給水装置ࣄʢ水ಓ法ߦࢪ規ଇୈ øú に規定する給水装置のܰඍなมߋをআ͘。ʣにண

खしたࢫの࿈བྷ。

エ 給水装置ࣄʢ水ಓ法ߦࢪ規ଇୈ øú に規定する給水装置のܰඍなมߋをআ͘。ʣを

ྃしたࢫの࿈བྷ。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ਖ਼

⑷  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ
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問題　8  水ಓ法ߦࢪ規ଇに定める給水装置ࣄのۀࣄのӡӦの基準に関する次の記述のうち、ෆ適

当なものはどれか。

⑴ 給水装置͝ࣄͱに、給水装置ࣄ主技術ऀの৬をߦうऀを໊ࢦする͜ͱ。

⑵ 配水管から分ذして給水管を設けるࣄ及び給水装置の配水管へのऔޱから水ಓϝー

ター·Ͱのࣄをߦࢪする場合において、水ಓऀۀࣄのঝೝをडけた法、ظの݅

に適合するようࣄをߦう͜ͱ。

⑶ 構造材質基準に適合しない給水装置を設置しない͜ͱ。·た、給水管のஅに適さな

いػցث۩を༻しない͜ͱ。

さͤ、それを࡞主技術ऀにॴ要の記をࣄͱに、給水装置͝ࣄ ⑷ ø ؒอଘする

͜ͱ。

問題　9  水ಓ法に規定する給水装置及び給水装置ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはど

れか。

⑴ 配水管から分ذされた給水管に݁する水ಓϝーターは、給水装置に֘当する。

⑵ ड水૧Ҏ降の給水管に設置する給水ખ、湯ثの給水設備は給水装置に֘当しない。

⑶ 配水管から分ذされた給水管に݁してԹ水ચড়ศ࠲を設置するࣄは、給水装置ࣄ

に֘当する。

⑷ 配水管から分ذされた給水管に݁してࣗಈൢചػを設置するࣄは、給水装置ࣄに

֘当しない。

�
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さͤ、それを࡞主技術ऀにॴ要の記をࣄͱに、給水装置͝ࣄ ⑷ ø ؒอଘする

͜ͱ。

問題　9  水ಓ法に規定する給水装置及び給水装置ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはど

れか。

⑴ 配水管から分ذされた給水管に݁する水ಓϝーターは、給水装置に֘当する。

⑵ ड水૧Ҏ降の給水管に設置する給水ખ、湯ثの給水設備は給水装置に֘当しない。

⑶ 配水管から分ذされた給水管に݁してԹ水ચড়ศ࠲を設置するࣄは、給水装置ࣄ

に֘当する。

⑷ 配水管から分ذされた給水管に݁してࣗಈൢചػを設置するࣄは、給水装置ࣄに

֘当しない。
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給 水 装 置 工 事 法

問題　10 給水管のऔग़しࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 配水管へのऔޱにおける給水管のܘޱは、当֘給水装置による水の༻ྔにൺてஶ

し͘աେͰあͬてはならない。

⑵ ҟܗ管から給水管をऔग़す場合は、֎໘にணした࠭֎໘ඃ෴材をআڈし、ೖ೦に

ਗ਼したのちࢪする。

質ϙリԘԽϏχϧ管に分水ખをऔける場合は、配水管のંଛ防止のためαυϧ分ߗ ⑶

水ખを༻する。

⑷ αυϧ分水ખの配水管へのऔけは、औけϘϧトφοトのۉకけをͬߦたޙ、

。さを、トϧクレンνを༻いて֬ೝするڧऴのకけ࠷

問題　11 αυϧ分水ખἥ
㆛㇓


㆓ㆄ

に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ αυϧ分水ખによるμクタΠϧரమ管の分ذἥに༻するυリϧは、配水管の内໘

ϥΠχンάの༷に応じた適なものを༻する。

Π ຏしたυリϧ及びΧοターは、管のϥΠχンά材のめ͘れ、ണ͕ੜじすいのͰ

。してはならない༺

 ἥۀ࡞は、ἥする໘͕ԁހͰあるため、υリϧのਊ͕ずれないようἥυリϧをڧ

͘ԡしԼ͛、す͘ἥを։࢝する。

エ μクタΠϧரమ管のαυϧ分水ખのἥՕॴには、ἥஅ໘の防食のための水ಓۀࣄ

定する防ࢦ͕ऀ
ㆼㆄ

Ḋ
㆛ㆂ

ࡎ
㆖ㆂ

をృする。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ਖ਼

ਖ਼ ޡ ޡ ޡ  ⑷
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ਖ਼ ޡ ޡ ޡ  ⑷
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問題　12 給水管の配管ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 内の主配管は、Ոの基ૅの֎ճりに設する͜ͱをݪଇͱし、εϖーεなどの問

題ͰΉをಘず構造のԼを通աさͤる場合は、さ管を設置しそのதに配管する。

⑵ さ管ϔομ法Ͱ༻する給水管ͱしては、主にϙリエνレンೋ管͕༻されてい

る。

⑶ さ管ϔομ法Ͱは、চԼにϔομを設置し、চにޱݕを設けてݕͰ͖るように

するの͕Ұൠ的Ͱある。

⑷ 水圧、水ܸ࡞༻により給水管͕するおそれのある場ॴには、適な防止のた

めの措置を講じる。

問題　13 ެಓにおける給水装置ࣄのݱ場管ཧに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当

なものはどれか。

Ξ Լ水ಓ、Ψε、ిؾ、ిઢのԼ埋設のۙ͘を۷する場合は、ಓ路管ཧऀのཱち

ձいをٻめる。

Π ۷に当たͬては、ࣄ場ॴのަ通安全などを֬อするためにอ安設備を設置し、必要

に応じてอ安要һʢަ通༠ಋһʣを配置する。

 ۷ਂさ͕ øõü N Ҏ内Ͱあͬてもཱࣗੑにしいࢁの場合は、ࢪの安全ੑを֬อ

するため適なޯ配を定めてஅ໘をܾ定するか、ຢはཹをࢪす͜ͱ。

エ ࣄのߦࢪによͬてੜじた建設ൃੜ建設ഇغは、ʮഇغのॲཧ及びਗ਼に関

する法ʯそのଞの規定に基͖ͮ、͕ऀߦࢪࣄ適ਖ਼かͭかにॲཧする。

Ξ Π  エ

ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

⑶  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑷
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問題　14 ফ防法の適༻をडけるεϓリンクϥーに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓ݁ࣜεϓリンクϥー設備のࣄは、水ಓ法に定める給水装置ࣄͱしてࢦ定給水

装置ࢪ͕ऀۀࣄࣄする。

⑵ 水ಓ݁ࣜεϓリンクϥーは水ಓ法の適༻をडける͜ͱから、分ذする配水管からεϓ

リンクϥーϔου·Ͱの水ཧࢉܭ及び給水管、給水༻۩のબ定は、給水装置ࣄ主技術

。うߦ͕ऀ

からిಈห·Ͱのؒのذ配管による水ಓ݁ࣜεϓリンクϥー設備は、給水管の分ࣜס ⑶

ఀ水をͰ͖るͩけগな͘するため、給水管分ذ部ͱిಈหͱのؒを͘する͜ͱ͕·

しい。

的なஅ水水圧Լにより水ಓ݁ࣜεϓリン࣌そのଞਖ਼当なཧ༝によͬて、Ұࡂ ⑷

クϥー設備のੑ͕े分ൃشされないঢ়͕گੜじても水ಓऀۀࣄに͕ない。

問題　15 給水装置のҟৗݱに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水管にѥԖめ͖ͬ߯管͕༻されているͱ、内部にεέーϧʢḊʣ͕ ൃੜしす͘、

݄をܦるͱͱもに給水管அ໘͕খさ͘なるのͰग़水ෆྑを͜ىす͜ͱ͕ある。

⑵ 水ಓ水͕৭になる場合は、ரమ管、߯管のḊ
㆕ㆳ

͕ྲྀのมԽ、ྲྀ水のํมԽによ

りྲྀग़したものͰある。

⑶ 配水管のࣄによりஅ水した場合、通水のࡍの水圧によりεέーϧ͕水ಓϝーター

のεトレーφにணしग़水ෆྑͱなる͜ͱ͕あるのͰ、͜のような場合はεトレーφをਗ਼

する。

⑷ 配水管ࣄのࡍに水ಓ水に࠭మค͕ࠞೖした場合、給水༻۩をଛইする͜ͱもあるの

Ͱ、給水ખをऔり֎して、管内から͜れらをআڈしなけれならない。

�
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Ͱ、給水ખをऔり֎して、管内から͜れらをআڈしなけれならない。
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問題　16 ֤管छのܧख及び合に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ಔ管の合にはܧखを༻する͕、ùü NN ҎԼの給水管の管部は、͗ܧͱする͜

ͱ͕Ͱ͖る。

⑵ εςンレε߯管のϓレεࣜܧखによる合は、ઐ༻కけ۩を༻するものͰ、࣌

ؒに合Ͱ͖、ߴな技術を必要ͱしないํ法Ͱある。

質ԘԽϏχϧϥΠχンά߯管のͶじ合において、管のஅはύΠϓΧοター、νοߗ ⑶

ϓιーΧοター、Ψεஅを༻して、管࣠にରして֯にஅする。

⑷ μクタΠϧரమ管の /4 及びܗ (9 ༨༟をͱͬている͛ۂ、खは、େ͖な৳ॖ༨༟ܧܗ

ため、管ମにແཧな力͕かかる͜ͱな͘ܧखのಈ͖Ͱ൫のมಈに適応する͜ͱ͕Ͱ͖る。

問題　17 給水管の合に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ߗ質ԘԽϏχϧϥΠχンά߯管のͶじܧखに֎໘थࢷඃ෴ܧखを༻する場合は、埋設

のࡍ、さらに防食ςーϓを͘רの防食ॲཧをࢪす必要͕ある。

Π ಔ管のΖう合ͱは、管のࠩࠐΈ部ͱܧखडޱͱの伱ؒにΖうをՃ༹ղして、ໟࡉ管

。て合するํ法Ͱあるͤ·ࠐいٵによりݱ

 ϙリエνレンคମϥΠχンά߯管の &' खによる合は、合ํ法͕ϚχϡΞϧԽさܧ

れ、かͭ &' コントϩーϥによる࠷適༥ண͕݅ࣗಈ੍ޚされるなどのಛ͕ある。·た、

ҟܗ管部分の防止ର͕ࡦෆ要Ͱある。

エ μクタΠϧரమ管の合に༻するࡎは、ܧख༻ࡎに適合するものを༻し、ά

リーεの༉ྨࡎはઈରに༻しない。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼
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問題　18 配管ࣄのཹҙに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水路の上ӽし部、ௗډ配管ͱなͬているՕॴ、ۭཷؾ·りをੜじるおそれ͕ある場ॴ

にあͬてはۭؾหを設置する。

⑵ ֊ຢは ù ֊Ҏ上に配管する場合は、मཧվ造ࣄに備͑て、֤֊͝ͱに止水ખを設

置する。

⑶ 給水管をଞの埋設管にۙして設するͱ、給水管の࿙水によるαンυϒϥεトݱ

によりଛইを༩͑るおそれ͕あるため、ݪଇͱしてଞの埋設管より ú÷ DN Ҏ上のִؒを

֬อし、配管する。

ੜじるおそれのあるՕॴ、配͕༺࡞水圧をੜじるおそれのある場ॴͱしては、水ܸߴ ⑷

水管のҐ置にରしஶし͘い場ॴにある給水装置、݁૿圧ࣜ給水による֊部͕͛ڍ

られる͕、そのような場ॴにはٯ止หを設置する。

問題　19 給水管の配管ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水管は、設置場ॴの圧、ྠՙॏそのଞのՙॏにରしे分な耐力を有する材質のもの

をબ定する΄か、のมҐにର応Ͱ͖るよう৳ॖՄ
ㆉ

Ꭱ
ㆨㆄ

ੑにΜͩܧखຢは給水管ͱす

る。

⑵ 管を͛ۂ配管Ͱ͖る材ྉͱしては、ϥΠχンά߯管、ಔ管、ϙリエνレンೋ管͕あ

る。

⑶ 給水装置は、ϘΠϥー、ԎಓߴԹͱなる場ॴ、ྫྷౚݿのྫྷౚ配管にۙしౚ݁のお

それのある場ॴはආけて設置する。

⑷ 給水装置ࣄは、いかなる場合ͰもӴੜにे分ҙし、ࣄのதஅ࣌ຢはҰのࣄऴ

。には、管にϓϥάͰખをし、Ԛ水͕ྲྀೖしないようにするޙྃ

1�

問題　18 配管ࣄのཹҙに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水路の上ӽし部、ௗډ配管ͱなͬているՕॴ、ۭཷؾ·りをੜじるおそれ͕ある場ॴ

にあͬてはۭؾหを設置する。

⑵ ֊ຢは ù ֊Ҏ上に配管する場合は、मཧվ造ࣄに備͑て、֤֊͝ͱに止水ખを設

置する。

⑶ 給水管をଞの埋設管にۙして設するͱ、給水管の࿙水によるαンυϒϥεトݱ

によりଛইを༩͑るおそれ͕あるため、ݪଇͱしてଞの埋設管より ú÷ DN Ҏ上のִؒを

֬อし、配管する。

ੜじるおそれのあるՕॴ、配͕༺࡞水圧をੜじるおそれのある場ॴͱしては、水ܸߴ ⑷

水管のҐ置にରしஶし͘い場ॴにある給水装置、݁૿圧ࣜ給水による֊部͕͛ڍ

られる͕、そのような場ॴにはٯ止หを設置する。

問題　19 給水管の配管ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水管は、設置場ॴの圧、ྠՙॏそのଞのՙॏにରしे分な耐力を有する材質のもの

をબ定する΄か、のมҐにର応Ͱ͖るよう৳ॖՄ
ㆉ

Ꭱ
ㆨㆄ

ੑにΜͩܧखຢは給水管ͱす

る。

⑵ 管を͛ۂ配管Ͱ͖る材ྉͱしては、ϥΠχンά߯管、ಔ管、ϙリエνレンೋ管͕あ

る。

⑶ 給水装置は、ϘΠϥー、ԎಓߴԹͱなる場ॴ、ྫྷౚݿのྫྷౚ配管にۙしౚ݁のお

それのある場ॴはආけて設置する。

⑷ 給水装置ࣄは、いかなる場合ͰもӴੜにे分ҙし、ࣄのதஅ࣌ຢはҰのࣄऴ

。には、管にϓϥάͰખをし、Ԛ水͕ྲྀೖしないようにするޙྃ
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給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水装置の水ܸݶքੑ基準に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ܸݶքੑ基準は、水ܸൃੜ防止༷の給水༻۩Ͱあるか൱かのஅ基準ͰあるのͰ、

水ܸ࡞༻をੜじるおそれのある給水༻۩はすて͜の基準をຬたしていなけれならない。

⑵ 水ܸݶքੑ基準は、水ܸ࡞༻により給水装置にഁյ͕ੜじる͜ͱを防止するための

ものͰある。

⑶ 水ܸ࡞༻ͱは、止水ػ構をٸにด止したࡍに管路内にੜじる圧力のܹٸなมಈ࡞༻をい

う。

⑷ 水ܸݶքੑ基準Ͱは、湯水ࠞ合水ખにおいてಉҰの༷の止水ػ構͕水ଆͱ湯ଆに

ͭいているような場合は、いずれかҰํの止水ػ構にͭいてݧࢼを͑ߦよい。

問題　21 給水管及び給水༻۩に適༻されるੑ基準に関する次の記述のうち、適当なものはどれか。

⑴ ড়水ثは、耐圧ੑ基準、ਁग़ੑ基準及び耐ੑٱ基準をຬたす必要͕ある。

⑵ 耐ੑٱ基準は、ి࣓หには適༻される͕、ٯ止ห及びۭؾหは適༻ର֎Ͱある。

⑶ ҿ༻、ચ༻の水ખ、水ચศॴのϩータンク༻Ϙーϧタοϓの給水༻۩はਁग़ੑ

基準の適༻ରͰある。

⑷ γϟϫーϔου、水ખのΧϥンは、耐圧ੑ基準の適༻ର֎Ͱある。

11

給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水装置の水ܸݶքੑ基準に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ܸݶքੑ基準は、水ܸൃੜ防止༷の給水༻۩Ͱあるか൱かのஅ基準ͰあるのͰ、

水ܸ࡞༻をੜじるおそれのある給水༻۩はすて͜の基準をຬたしていなけれならない。

⑵ 水ܸݶքੑ基準は、水ܸ࡞༻により給水装置にഁյ͕ੜじる͜ͱを防止するための

ものͰある。

⑶ 水ܸ࡞༻ͱは、止水ػ構をٸにด止したࡍに管路内にੜじる圧力のܹٸなมಈ࡞༻をい

う。

⑷ 水ܸݶքੑ基準Ͱは、湯水ࠞ合水ખにおいてಉҰの༷の止水ػ構͕水ଆͱ湯ଆに

ͭいているような場合は、いずれかҰํの止水ػ構にͭいてݧࢼを͑ߦよい。

問題　21 給水管及び給水༻۩に適༻されるੑ基準に関する次の記述のうち、適当なものはどれか。

⑴ ড়水ثは、耐圧ੑ基準、ਁग़ੑ基準及び耐ੑٱ基準をຬたす必要͕ある。

⑵ 耐ੑٱ基準は、ి࣓หには適༻される͕、ٯ止ห及びۭؾหは適༻ର֎Ͱある。

⑶ ҿ༻、ચ༻の水ખ、水ચศॴのϩータンク༻Ϙーϧタοϓの給水༻۩はਁग़ੑ

基準の適༻ରͰある。

⑷ γϟϫーϔου、水ખのΧϥンは、耐圧ੑ基準の適༻ର֎Ͱある。

給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能
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問題　22 給水装置のྲྀٯ防止ੑ基準に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものは

どれか。

Ξ ٯ止หは、 ø 次ଆͱ ù 次ଆの圧力͕ࠩ΄ͱΜどないͱ͖も、 ù 次ଆから水ܸ圧のߴ

水圧͕ՃΘͬたͱ͖も、ͱもに水のྲྀٯを防止Ͱ͖るものͰなけれならない。

Π ྲྀٯ防止ੑ基準におけるߴ水圧࣌のݧࢼ水圧は、øõü .1B ͱなͬている。

 ݮ圧ࣜྲྀٯ防止ثは、ྲྀٯ防止ػͱෛ圧ഁյػをซͤͭ࣋装置Ͱある͜ͱから、྆

ੑを有する͜ͱを要݅ͱしている。

エ ྲྀٯ防止装置を内部に備͑た給水༻۩にͭいては、内部に備͑られているྲྀٯ防止装置

を給水༻۩からऔりはずしてݧࢼをͬߦてはならない。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ޡ

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

ޡ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑷

問題　23 次のうち、通ৗの༻ঢ়ଶにおいて、給水装置のਁग़ੑ基準の適༻ର֎ͱなる給水༻

۩ͱして、適当なものはどれか。

खྨܧ ⑴

⑵ όϧϒྨ

⑶ ચ໘ॴの水ખ

⑷ ;Ζ༻の水ખ

1�

問題　22 給水装置のྲྀٯ防止ੑ基準に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものは

どれか。

Ξ ٯ止หは、 ø 次ଆͱ ù 次ଆの圧力͕ࠩ΄ͱΜどないͱ͖も、 ù 次ଆから水ܸ圧のߴ

水圧͕ՃΘͬたͱ͖も、ͱもに水のྲྀٯを防止Ͱ͖るものͰなけれならない。

Π ྲྀٯ防止ੑ基準におけるߴ水圧࣌のݧࢼ水圧は、øõü .1B ͱなͬている。

 ݮ圧ࣜྲྀٯ防止ثは、ྲྀٯ防止ػͱෛ圧ഁյػをซͤͭ࣋装置Ͱある͜ͱから、྆

ੑを有する͜ͱを要݅ͱしている。

エ ྲྀٯ防止装置を内部に備͑た給水༻۩にͭいては、内部に備͑られているྲྀٯ防止装置

を給水༻۩からऔりはずしてݧࢼをͬߦてはならない。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ޡ

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

ޡ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑷

問題　23 次のうち、通ৗの༻ঢ়ଶにおいて、給水装置のਁग़ੑ基準の適༻ର֎ͱなる給水༻

۩ͱして、適当なものはどれか。

खྨܧ ⑴

⑵ όϧϒྨ

⑶ ચ໘ॴの水ખ

⑷ ;Ζ༻の水ખ
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問題　24 配管ޙࣄの耐圧ݧࢼに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 配管ޙࣄの耐圧ݧࢼの水圧は基準লྩにおいて定められており、水ಓ͕ऀۀࣄಠࣗに

定める͜ͱ͕Ͱ͖ない。

Π 給水管の設ޙ耐圧ݧࢼをߦうࡍには、Ճ圧圧力Ճ圧ؒ࣌を適なେ͖さ、さにし

な͘てはならない。աେにするͱॊೈੑのある合थࢷ管分水ખの給水༻۩をଛইす

るおそれ͕ある。

 ঢ়εςンレε߯߯管は、水圧をՃ͑るͱঢ়部分͕ுし圧力͕Լする。͜れは管

のಛੑͰあり、ؾԹ、水ԹͰ圧力Լのঢ়͕گҟなるのͰҙ͕必要Ͱある。

エ 分水ખ、止水ખの耐圧ݧࢼは、止水ੑのݧࢼͰはないのͰ、すてʮ։ʯঢ়ଶͰ࣮ࢪする。

Ξ Π  エ

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

問題　25 水ಓ水のԚછ防止に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 部͕͖ߦ止·りͱなる給水管は、ఀ水͕ੜじ、水質͕ѱԽするおそれ͕あるため

。力ආけるۃ

⑵ 給水管路にۙしてγΞン、ՁクϩϜの有ಟༀ置場、有のऔѻ場、Ԛ水૧

のԚછ͕ݯある場合は、給水管をさ管などにより適にอޢする。

⑶ 合थࢷ管をΨιリンεタンυ、ࣗಈं備場に埋設配管する場合は、༉分などの

ਁಁを防止するため、さ管などにより適な防ޢ措置をࢪす。

⑷ 配管合༻γーϧ材ຢはணࡎは、͜れらの質͕水ಓ水にࠞೖし、༉ष、ༀष͕

ൃੜする場合͕あるのͰ、必要࠷খݶの༻ྔͱする。

1�

問題　24 配管ޙࣄの耐圧ݧࢼに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 配管ޙࣄの耐圧ݧࢼの水圧は基準লྩにおいて定められており、水ಓ͕ऀۀࣄಠࣗに

定める͜ͱ͕Ͱ͖ない。

Π 給水管の設ޙ耐圧ݧࢼをߦうࡍには、Ճ圧圧力Ճ圧ؒ࣌を適なେ͖さ、さにし

な͘てはならない。աେにするͱॊೈੑのある合थࢷ管分水ખの給水༻۩をଛইす

るおそれ͕ある。

 ঢ়εςンレε߯߯管は、水圧をՃ͑るͱঢ়部分͕ுし圧力͕Լする。͜れは管

のಛੑͰあり、ؾԹ、水ԹͰ圧力Լのঢ়͕گҟなるのͰҙ͕必要Ͱある。

エ 分水ખ、止水ખの耐圧ݧࢼは、止水ੑのݧࢼͰはないのͰ、すてʮ։ʯঢ়ଶͰ࣮ࢪする。

Ξ Π  エ

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

問題　25 水ಓ水のԚછ防止に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 部͕͖ߦ止·りͱなる給水管は、ఀ水͕ੜじ、水質͕ѱԽするおそれ͕あるため

。力ආけるۃ

⑵ 給水管路にۙしてγΞン、ՁクϩϜの有ಟༀ置場、有のऔѻ場、Ԛ水૧

のԚછ͕ݯある場合は、給水管をさ管などにより適にอޢする。

⑶ 合थࢷ管をΨιリンεタンυ、ࣗಈं備場に埋設配管する場合は、༉分などの

ਁಁを防止するため、さ管などにより適な防ޢ措置をࢪす。

⑷ 配管合༻γーϧ材ຢはணࡎは、͜れらの質͕水ಓ水にࠞೖし、༉ष、ༀष͕

ൃੜする場合͕あるのͰ、必要࠷খݶの༻ྔͱする。
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問題　26 ۚଐ管の৵食に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 埋設されたۚଐ管͕ҟछۚଐの管ܧख、Ϙϧトͱ৮しているͱ、ࣗવిҐのい

ۚଐͱࣗવిҐのߴいۚଐͱのؒにి͕ܗされ、ࣗવిҐのߴいۚଐ͕৵食される。

Π ࣗવ৵食にはϚクϩηϧ及びϛクϩηϧ͕あり、Ϛクϩηϧ৵食ͱは、腐食ੑのߴい

、όクςリΞによる৵食をいう。

 ۚଐ管͕మಓ、มిॴにۙして埋設されている場合に、࿙Ӯ
ㆆㆂ

ిྲྀによるిؾ分ղ࡞

༻により৵食をडける。͜のͱ͖、ిྲྀ͕ۚଐ管からྲྀग़する部分に৵食͕͖ىる。

エ தに埋設した߯管͕部分的にコンクリートͱ৮している場合、ΞϧΧリੑのコンク

リートにしている部分のిҐ͕、コンクリートͱ৮していない部分より͘ߴなͬて腐

食ి͕ܗされ、コンクリートͱ৮していない部分͕৵食される。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

⑵  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑷

問題　27 クϩεコωクγϣンに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 給水管ͱҪށ水配管を࿈݁する場合、྆管のؒにٯ止หを設置し、ྲྀٯ防止の措置

を講じる必要͕ある。

Π クϩεコωクγϣンは、水圧ঢ়گによͬて給水装置内にۀ༻水、ഉ水、Ψε͕ྲྀٯ

するͱͱもに、配水管をܦ༝してଞのध要ऀに·ͰそのԚછ͕֦େするඇৗにݥةな配管

Ͱある。

 給水装置ͱ当֘給水装置Ҏ֎の水管、そのଞの設備ͱは、Ұ࣌的なԾ設Ͱあͬても͜れ

を࿈݁する͜ͱはઈରにͬߦてはならない。

エ 給水装置ͱड水૧ҎԼの配管ͱのଓはクϩεコωクγϣンͰはない。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ
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問題　28 ෛ圧ഁյੑ基準に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ όΩϡーϜϒレーΧͱは、ث۩୯ಠͰൢചされ、水डけ༰ثからのऔけߴさ͕࣌ࢪ

にมߋՄなものをいう。

⑵ όΩϡーϜϒレーΧは、ෛ圧ഁյੑݧࢼによりྲྀೖଆからϚΠφε üû L1B の圧力を

Ճ͑たͱ͖、όΩϡーϜϒレーΧにଓしたಁ໌管内の水Ґの上昇͕ þü NN を͑ない

͜ͱͱされている。

⑶ ෛ圧ഁյ装置を内部に備͑た給水༻۩ͱは、の༷ͱしてෛ圧ഁյ装置のҐ置͕ࢪ

。Մなものをいうߋにม࣌

⑷ 水डけ部ͱు水͕ޱҰମの構造Ͱあり、かͭ水डけ部のӽྲྀ໘ͱు水ޱの͕ؒ分され

ている͜ͱにより水のྲྀٯを防止する構造の給水༻۩は、ෛ圧ഁյੑݧࢼによりྲྀೖଆ

からϚΠφε üû L1B の圧力をՃ͑たͱ͖、ు水ޱから水をҾ͖ࠐ·ない͜ͱͱされてい

る。

問題　29 ౚ݁ނࣄのॲཧに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ҟछの配管材ྉ͕ࠞࡏしているϢχοトԽ装置、εςンレε߯߯管においては、材ྉ

のൺࠩによるഁஅをආけるため、Թ水によるղණͰはな͘ిؾによるղණをߦう。

⑵ ৠؾを耐ϗーεͰౚ݁管にೖするղණํ法はߗ質ϙリԘԽϏχϧ管、ϙリエνレン

ೋ管の合थࢷ管にରするౚ݁ղණに有効Ͱある。

ղණによる場合、給水管͕Ψε管、そのଞۚଐ管ͱ৮していない͜ͱを֬ೝするؾి ⑶

必要͕ある。

⑷ ౚ͕݁ൃੜした場合、ౚ݁ൣғ͕֦େする͜ͱを防͙ため、かにॲ置する必要͕あ

る。

1�

問題　28 ෛ圧ഁյੑ基準に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ όΩϡーϜϒレーΧͱは、ث۩୯ಠͰൢചされ、水डけ༰ثからのऔけߴさ͕࣌ࢪ

にมߋՄなものをいう。

⑵ όΩϡーϜϒレーΧは、ෛ圧ഁյੑݧࢼによりྲྀೖଆからϚΠφε üû L1B の圧力を

Ճ͑たͱ͖、όΩϡーϜϒレーΧにଓしたಁ໌管内の水Ґの上昇͕ þü NN を͑ない

͜ͱͱされている。

⑶ ෛ圧ഁյ装置を内部に備͑た給水༻۩ͱは、の༷ͱしてෛ圧ഁյ装置のҐ置͕ࢪ

。Մなものをいうߋにม࣌

⑷ 水डけ部ͱు水͕ޱҰମの構造Ͱあり、かͭ水डけ部のӽྲྀ໘ͱు水ޱの͕ؒ分され

ている͜ͱにより水のྲྀٯを防止する構造の給水༻۩は、ෛ圧ഁյੑݧࢼによりྲྀೖଆ

からϚΠφε üû L1B の圧力をՃ͑たͱ͖、ు水ޱから水をҾ͖ࠐ·ない͜ͱͱされてい

る。

問題　29 ౚ݁ނࣄのॲཧに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ҟछの配管材ྉ͕ࠞࡏしているϢχοトԽ装置、εςンレε߯߯管においては、材ྉ

のൺࠩによるഁஅをආけるため、Թ水によるղණͰはな͘ిؾによるղණをߦう。

⑵ ৠؾを耐ϗーεͰౚ݁管にೖするղණํ法はߗ質ϙリԘԽϏχϧ管、ϙリエνレン

ೋ管の合थࢷ管にରするౚ݁ղණに有効Ͱある。

ղණによる場合、給水管͕Ψε管、そのଞۚଐ管ͱ৮していない͜ͱを֬ೝするؾి ⑶

必要͕ある。

⑷ ౚ͕݁ൃੜした場合、ౚ݁ൣғ͕֦େする͜ͱを防͙ため、かにॲ置する必要͕あ

る。
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給 水 装 置 計 画 論

問題　30 給水ํࣜのܾ定に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ݁ࣜ給水は、配水管の水圧Ͱ݁給水するํ ʢࣜ݁圧ࣜʣͱ、給水管の్தに圧力

水૧を設置して給水するํ ʢࣜ݁૿圧ࣜʣ͕ ある。

Π 水ಓ͝ऀۀࣄͱに、水圧ঢ়گ、配水管備ঢ়گにより給水ํࣜのऔѻい͕ҟなるため、

そのܾ定に当たͬては、設ܭにઌཱち、水ಓऀۀࣄに֬ೝする必要͕ある。

 給水ํࣜには、݁ࣜ、ड水૧ࣜ及び݁ɾड水૧ซ༻͕ࣜあり、そのํࣜは給水する

。しܾ定するྀߟ管ཧ໘を࣋及びҡ్༺༺、さ、ॴ要水ྔߴ

エ ड水૧ࣜ給水は、配水管から分ذしड水૧にडけ、͜のड水૧から給水するํࣜͰあり、

ड水૧ग़ޱͰ配水ܥ౷ͱԑ͕れる。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑶

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑷

問題　31 ड水૧ࣜの給水ํࣜに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ Ұ࣌にଟྔの水を༻するͱ͖、ຢは、༻水ྔのมಈ͕େ͖いͱ͖に配水管の水圧

ԼをҾ͖͜ىすおそれ͕ある場合は、ड水૧ࣜͱする。

⑵ 有ಟༀを༻する場׆ۀࣄಈにい、水をԚછするおそれのある場ॴに給水する

場合はड水૧ࣜͱする。

⑶ ϙンϓૹࣜは、ड水૧にड水したのち、༻水ྔに応じてϙンϓのӡసのมߋ

ճస੍ޚによͬて給水するํࣜͰある。

⑷ Ұͭのߴ置水૧から適当な水圧Ͱ給水Ͱ͖るߴさのൣғは、ø÷ ֊ఔなのͰ、ߴ建

Ͱはߴ置水૧ٵഉؾหをそのߴさに応じてଟஈに設置する必要͕ある。

1�

給 水 装 置 計 画 論

問題　30 給水ํࣜのܾ定に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ݁ࣜ給水は、配水管の水圧Ͱ݁給水するํ ʢࣜ݁圧ࣜʣͱ、給水管の్தに圧力

水૧を設置して給水するํ ʢࣜ݁૿圧ࣜʣ͕ ある。

Π 水ಓ͝ऀۀࣄͱに、水圧ঢ়گ、配水管備ঢ়گにより給水ํࣜのऔѻい͕ҟなるため、

そのܾ定に当たͬては、設ܭにઌཱち、水ಓऀۀࣄに֬ೝする必要͕ある。

 給水ํࣜには、݁ࣜ、ड水૧ࣜ及び݁ɾड水૧ซ༻͕ࣜあり、そのํࣜは給水する

。しܾ定するྀߟ管ཧ໘を࣋及びҡ్༺༺、さ、ॴ要水ྔߴ

エ ड水૧ࣜ給水は、配水管から分ذしड水૧にडけ、͜のड水૧から給水するํࣜͰあり、

ड水૧ग़ޱͰ配水ܥ౷ͱԑ͕れる。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑶

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑷

問題　31 ड水૧ࣜの給水ํࣜに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ Ұ࣌にଟྔの水を༻するͱ͖、ຢは、༻水ྔのมಈ͕େ͖いͱ͖に配水管の水圧

ԼをҾ͖͜ىすおそれ͕ある場合は、ड水૧ࣜͱする。

⑵ 有ಟༀを༻する場׆ۀࣄಈにい、水をԚછするおそれのある場ॴに給水する

場合はड水૧ࣜͱする。

⑶ ϙンϓૹࣜは、ड水૧にड水したのち、༻水ྔに応じてϙンϓのӡసのมߋ

ճస੍ޚによͬて給水するํࣜͰある。

⑷ Ұͭのߴ置水૧から適当な水圧Ͱ給水Ͱ͖るߴさのൣғは、ø÷ ֊ఔなのͰ、ߴ建

Ͱはߴ置水૧ٵഉؾหをそのߴさに応じてଟஈに設置する必要͕ある。

給 水 装 置 計 画 論
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問題　32 ݁給水γεςϜのܭը及び設ܭに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なも

のはどれか。

Ξ ݁Ճ圧ܗϙンϓϢχοトにۙして設置するྲྀٯ防止ثのࣜܗは、当֘水ಓऀۀࣄの

݁給水γεςϜの基準による。

Π 当֘水ಓऀۀࣄの݁給水γεςϜの基準にैい、ಉ࣌༻水ྔのࢉ定、給水管のޱ

。うߦのܾ定、ϙンϓ༲ఔのܾ定をܘ

 ط設建の給水設備をड水૧ࣜから݁ࣜにりସ͑る場合にあͬては、当֘水ಓۀࣄ

ऀの݁給水γεςϜの基準を֬ೝする。

エ 給水装置は、給水装置内͕ෛ圧になͬても給水装置から水をडける༰ثなどにుग़した

水͕給水装置内にྲྀٯしないよう、ྲྀٯ防止措置͕ٛけられている。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑷

問題　33 ݁ࣜ給水による ø÷ 水ྔͱして、次のうち、適当なものはど༺࣌のू合ॅͰのಉށ

れか。

たͩし、ಉ࣌༻水ྔは、ඪ準Խしたಉ࣌༻水ྔによりࢉܭするํ法によるものͱし、

ø した給水༻۩、ฒびྀߟを༺࣌水ྔ、ಉ༺ͱݸ当たりの給水༻۩のށ

にू合ॅの給水ށͱಉށ༺࣌は、それͧれ表－1から表－3のͱおりͱする。

⑴ ù÷÷ -�分

⑵ ùü÷ -�分

⑶ ú÷÷ -�分

⑷ úü÷ -�分

表－2ɹ給水༻۩ͱಉ࣌༻水ྔൺ

૯給水༻۩ ø ù ú û ü ý þ ÿ Ā ø÷ øü ù÷ ú÷

ಉ࣌༻水ྔൺ øõ÷ øõû øõþ ùõ÷ ùõù ùõû ùõý ùõÿ ùõĀ úõ÷ úõü ûõ÷ üõ÷

表－3ɹ給水ށͱಉށ༺࣌

ށ ø ʙ ú û ʙø÷ øøʙù÷ ùøʙú÷ úøʙû÷ ûøʙý÷ ýøʙÿ÷ ÿøʙø÷÷

ಉށ༺࣌ʢˋʣ ø÷÷ Ā÷ ÿ÷ þ÷ ýü ý÷ üü ü÷

問題　34 ड水૧ࣜによる૯ށ Ā÷ ʢށ ù -%, û÷ 、ށ ú -%, ü÷ ʣのू合ॅށ ø ౩のඪ準的なड

水૧༰ྔのൣғͱして、次のうち、適当なものはどれか。

たͩし、 ù -%, ø ਓһはॅډ当たりのށ ú ਓ、 ú -%, ø ਓһはॅډ当たりのށ û ਓͱし、

ø ਓ ø 当たりの༻水ྔは ùü÷ - ͱする。

表－1ɹ ø 水ྔ༺ͱݸ当たりの給水༻۩のށ

給水༻۩ ݸ 水༺ ʢྔ-�分ʣ

ॴྲྀし ø øù

ચ୕ྲྀし ø øù

ཋ૧ʢࣜʣ ø ù÷

େศثʢચড়タンクʣ ø øù
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ށ ø ʙ ú û ʙø÷ øøʙù÷ ùøʙú÷ úøʙû÷ ûøʙý÷ ýøʙÿ÷ ÿøʙø÷÷

ಉށ༺࣌ʢˋʣ ø÷÷ Ā÷ ÿ÷ þ÷ ýü ý÷ üü ü÷

問題　34 ड水૧ࣜによる૯ށ Ā÷ ʢށ ù -%, û÷ 、ށ ú -%, ü÷ ʣのू合ॅށ ø ౩のඪ準的なड

水૧༰ྔのൣғͱして、次のうち、適当なものはどれか。

たͩし、 ù -%, ø ਓһはॅډ当たりのށ ú ਓ、 ú -%, ø ਓһはॅډ当たりのށ û ਓͱし、

ø ਓ ø 当たりの༻水ྔは ùü÷ - ͱする。

⑴ øý N3ʙúù N3

⑵ úù N3ʙûÿ N3

⑶ ûÿ N3ʙýû N3

⑷ ýû N3ʙÿ÷ N3

��

問題　35 図－1にࣔす給水装置における̗の༨༟水಄ͱして、次のうち、適当なものはどれか。

たͩし、ࢉܭに当たͬて̖ʙ̗の給水管のຎࡲଛࣦ水಄、分水ખ、ܗߕ止水ખ、水ಓϝー

ター及び給水ખのଛࣦ水಄はྀߟする͕、͕ۂりによるଛࣦ水಄はྀߟしないものͱする。

·た、ଛࣦ水಄は、図－2ʙ図－4を༻してٻめるものͱし、ࢉܭに༻いる݅

は次のͱおりͱする。

ᶃ ̖における配水管の水圧ɹ水಄ͱして ú÷ N

ᶄ 給水管のྲྀྔɹ÷õý -�ඵ

ᶅ ̖ʙ̗の給水管、分水ખ、ܗߕ止水ખ、水ಓϝーター及び給水ખのܘޱ ù÷ NN

⑴ ÿ Nɹɹɹ⑵ɹøù Nɹɹɹ⑶ɹøý Nɹɹɹ⑷ɹù÷ N

給水ખ

給水管 úõ
÷N

øõ
÷N

ࠩߴ

ࠩߴ
̖

̗

úõ÷ N øùõ÷ N

止水ખܗߕ 水ಓϝーター分水ખ

配水管

図－1ɹ給水装置
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問題　36 給水装置ࣄにる記の࡞、อଘに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水装置ࣄの記にͭいては、定められた༷ࣜにैいॻ໘Ͱ࡞し、อଘしなけれ

ならない。

、ਤ場ॴ、ॡߦࢪ、ຢは໊শ໊ࢯ主のࢪのࣄは、給水装置ऀۀࣄࣄ定給水装置ࢦ ⑵

質管ཧの߲ͱその݁Ռにͭいての記を࡞しなけれならない。

⑶ 給水装置ࣄの記࡞は、໊ࢦされた給水装置ࣄ主技術ऀ͕࡞する͜ͱになる

͕、給水装置ࣄ主技術ऀのࢦಋɾಜのもͱͰଞのैۀһ͕ͬߦてもよい。

⑷ 給水装置ࣄ主技術ऀは、給水装置ࣄをߦࢪするࡍにੜじた技術的な問題などに

ͭいて、ཧして記にͱどめ、Ҏޙのࣄに׆༻してい͘͜ͱ͕·しい。

問題　37 給水装置ࣄにおける給水装置ࣄ主技術 ʢऀҎԼ、ຊ問においてはʮ主技術ऀʯͱい

う。ʣの৬に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 主技術ऀは、給水装置ࣄのࣄલௐࠪにおいて、ࢎɾΞϧΧリにରする防食、ౚ݁防

止のࣄの必要ੑの有ແをௐる必要͕ある。

Π 主技術ऀは、給水装置ࣄのࣄલௐࠪにおいて、技術的なௐࠪをߦう͕、必要ͱなる

給ڙのऀۀࣄする水ಓう͜ͱ͕Ͱ͖るように、関ߦॺのखଓ͖を࿙れな࣮֬͘にެ

規ఔの΄か、関法ྩもௐる必要͕ある。

 主技術ऀは、給水装置ࣄにैࣄするऀの技術上のࢦಋಜを࣮にߦΘなけれな

らない。

エ 主技術ऀは、給水装置ࣄにおける適ਖ਼なॡࠪݕを࣮֬に࣮ࢪするため、ࣗらそれ

にあたらなけれならず、ݱ場のैऀࣄをཧͱしてあたらͤる͜ͱはͰ͖ない。

Ξ Π  エ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

⑶  ਖ਼ ਖ਼ ਖ਼ ޡ

⑷  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ਖ਼

給 水 装 置 工 事 事 務 論
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問題　38 ࢦ定給水装置ۀࣄࣄ ʢऀҎԼ、ຊ問においてはʮऀۀࣄࣄʯͱいう。ʣによる給水装置

主技術ࣄ ʢऀҎԼ、ຊ問においてはʮ主技術ऀʯͱいう。ʣのબに関する次の記述のਖ਼

。のΈ合Θͤのうち、適当なものはどれかޡ

Ξ 主技術ऀ͕、水ಓ法にҧしたͱ͖は、ްੜ࿑ಇେਉは主技術ऀの໔ঢ়のฦೲを໋

ずる͜ͱ͕Ͱ͖る。

Π ऀۀࣄࣄは、બした主技術ऀ͕ܽけるにͬࢸた場合、৽たな主技術ऀをબし

なけれならない͕、そのબのݶظはಛに定められていない。

 ऀۀࣄࣄは、給水装置ࣄのۀࣄをߦうۀࣄॴ͝ͱにෳの主技術ऀをબする͜

ͱ͕Ͱ͖る。

エ ऀۀࣄࣄは、主技術ऀのબにあたり、ಉҰの主技術ऀをෳのۀࣄॴͰબす

る͜ͱはͰ͖ない。

Ξ Π  エ

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

問題　39 給水装置の構造及び材質の基準に関するল ʢྩҎԼ、ຊ問においてはʮ基準লྩʯͱいう。ʣ

に定めるੑ基準の適合に関する次のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ࣗݾೝূは、給水管、給水༻۩の造ऀۀ͕ࣗらຢはػݧࢼ関などにҕୗしてಘ

たσータ࡞したࢿྉに基ͮいて、ੑ基準適合Ͱある͜ͱをূ໌するものͰある。

Π ୈऀࡾೝূͱは、தཱ的なୈػऀࡾ関͕ݧࢼ場ࠪݕをߦい、基準に適合して

いるものにͭいては基準適合ͱしてొしてೝূͰある͜ͱをࣔすϚークのදࣔを

ೝめるํ法Ͱある。

 ࣗݾೝূにおいて、設ܭஈ֊Ͱの基準適合ੑ͕ূ໌された͜ͱによりすての͕安

全Ͱあるͱい͑る。

エ 給水装置に༻する給水管Ͱ、基準লྩをแؚするຊۀ規 ʢ֨+*4 規֨ʣຊ水ಓ

ձ規ڠ ʢ֨+88" 規֨ʣのஂମ規֨のは、+*4 Ϛーク +88" Ϛークによͬて

規֨適合͕දࣔされていれੑ基準適合ͱして༻する͜ͱ͕Ͱ͖る。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑷
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問題　40 基準適合の֬ೝํ法ͱしてްੜ࿑ಇল͕構築しているʮ給水装置σータベーεʯに関する

記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ʮ給水装置σータベーεʯͱは、͝ͱのੑ基準への適合ੑに関するใ͕全ࠃ的に

ར༻Ͱ͖るものͰある。

⑵ ʮ給水装置σータベーεʯͰは、基準に適合した໊、造໊ऀۀ、基準適合の内༰

に関するใをूੵしている͕、基準適合ੑのূ໌ํ法に関するใはない。

⑶ ްੜ࿑ಇলのʮ給水装置σータベーεʯの΄かに、ୈऀࡾೝূػ関のϗーϜϖーδにおい

てもใఏڙαーϏε͕ߦΘれている。

⑷ ʮ給水装置σータベーεʯにࡌܝされているใは、造ऀۀのࣗ主ใに基ͮ͘もの

Ͱあり、内༰にͭいてはそのใఏ͕ऀڙҰのをෛう͜ͱになͬている。
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給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水装置に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 給水装置は、当֘給水装置Ҏ֎の水管給水༻۩Ͱない設備にଓしない͜ͱ、;Ζな

どの水डけ༰ثに給水する場合は給水管内への水のྲྀٯを防止する措置を講じる͜ͱ、材

質͕水ಓ水の水質にӨڹを及΅さない͜ͱ、内圧ɾ֎圧にରしे分なڧを有している͜

ͱ͕必要Ͱある。

Π 水ಓ法Ͱ定ٛしているʮ݁する給水༻۩ʯͱは、給水管に༰қにऔ֎しのͰ͖ない構造

ͱしてଓし、有圧の··給水Ͱ͖る給水ખの給水༻۩をいい、ϗーεͰ、༰қにऔ

֎しのՄなঢ়ଶͰଓされるث۩はؚ·れない。

 水ಓ法により水ಓऀۀࣄはڙ給規ఔを定める͜ͱになͬており、͜のڙ給規ఔͰは、給

水装置ࣄのඅ༻にͭいては、ݪଇͱして当֘給水装置の৽設ຢはఫڈは水ಓ͕ऀۀࣄ、

վ造ຢはमસのඅ༻にͭいてはध要ऀ͕ෛ୲する͜ͱͱしている。

エ ध要ऀ͕、ଞのॴ有ऀの給水装置ʢ水ಓϝーターの上ྲྀଆʣから分ذঝをಘて設けた給

水管及び給水༻۩は、給水装置には当たらない。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ɹɹɹޡɹɹɹਖ਼ɹɹɹਖ਼

ɹɹɹਖ਼ޡɹɹɹਖ਼ɹɹɹޡ  ⑵

ޡɹɹɹਖ਼ɹɹɹޡɹɹɹޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ɹɹɹਖ਼ɹɹɹޡɹɹɹޡ

問題　42 給水管の合及びܧखに関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、

適当なものはどれか。

ᶃ εςンレε߯߯管のܧखのछྨͱしては、 Ξ ͱϓレεࣜܧख͕ある。

ᶄ Սڮϙリエνレン管のܧखのछྨͱしては、ϝΧχΧϧࣜܧखͱ Π ͕ある。

ᶅ 水ಓ配水༻ϙリエνレン管のܧखのछྨͱしては、 Π 、ۚଐܧखͱ 

͕ある。

ᶆ ϙリエνレンೋ管のܧखには、 エ ͕༻いられる。

Ξ Π  エ

⑴ ϓογϡΦンܧख खܧ༥ணࣜؾి ϑϥンδܧख ۚଐܧख

⑵ ϓογϡΦンܧख ༥ணࣜܧख ϝΧχΧϧࣜܧख 管防食ܧख

⑶ ৳ॖՄͱうࣜܧख ༥ணࣜܧख ϑϥンδܧख 管防食ܧख

⑷ ৳ॖՄͱうࣜܧख खܧ༥ணࣜؾి ϝΧχΧϧࣜܧख ۚଐܧख

給 水 装 置 の 概 要
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問題　43 ড়水ثに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ড়水ثのᖤա材は、ϙリエνレン、ϙリεϧϗン、ϙリϓϩϐレンからͰ͖たதۭࢳ

ບをத৺ͱしたᖤաບにݶ定される。

Π ড়水ثのᖤա材のΧートリοδは有効ݶظを֬ೝし、適にަする͜ͱ͕必要Ͱある。

 ড়水ثのதには、ཹԘૉをݮগさͤる͜ͱの΄か、トリϋϩϝタンのඍྔ有

。͕あるͭ࣋গさͤるੑをݮをؾԖ、षػ

エ ড়水ثのうち、ড়水ث୯ಠͰ造ɾൢചされ、ফඅऀ͕औけをߦうものは給水༻۩に

֘当する。

Ξ Π  エ

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑴

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

問題　44 給水༻۩に関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 止水ખは、給水の։࢝、த止及び給水装置のमཧそのଞの的Ͱ給水を੍ݶຢはఀ止す

るために༻する給水༻۩Ͱある。

Π μΠϠϑϥϜࣜϘーϧタοϓは、圧力ࣨ内部の圧力มԽをར༻しμΠϠϑϥϜをಈかす

͜ͱによりు水、止水をߦうものͰ、給水圧力による止水Ґのมಈ͕େ͖い。

 Ϙーϧタοϓは、ϑϩートの上Լによͬてࣗಈ的にหを։ดする構造のものͰ、Ұൠܗ

Ϙーϧタοϓはςコの構造によͬて୯ࣜͱෳࣜͱに۠分される。

エ ܗۄหは、止水部͕མし͜·構造Ͱあり、ଛࣦ水಄͕େ͖い。·た、ྲྀ水߅によͬて

͜·ύοΩン͕ຎするのͰ、止水Ͱ͖な͘なるおそれ͕ある。

Ξ Π  エ

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼
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問題　45 給水༻۩に関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、適当なものは

どれか。

ᶃ Ξ は、֤หମのςεトコοクによるੑνΣοク及び࡞ಈෆྑ࣌のหମのަ

͕、配管にऔけた··Ͱ͖る構造Ͱある。

ᶄ Π は、Ұ次ଆのྲྀ水圧Ͱٯ止หମをԡし上͛て通水し、ఀ止ຢはٯ圧࣌はٯ止

หମ͕ࣗॏͱٯ圧Ͱห࠲をดじる構造Ͱある。

ᶅ  は、 ø ͕ܕͱᶘܕにԡしͭける構造のものͰᶗ࠲のหମをͶによͬてหݸ

ある。

ᶆ エ は、ྫྷפなどの水ൈ͖配管Ͱ、ෆౚખを༻してೋ次ଆ配管内の水をഉ水

しౚ݁を防͙配管において、ഉ水࣌にಉ配管内にۭؾをಋೖして水ൈ͖をԁにするࣗಈ

หͰある。

Ξ Π  エ

⑴ ೋॏࣜྲྀٯ防止ث μΠϠϑϥϜࣜٯ止ห ث防止ྲྀٯ圧ࣜݮ หؾٵ

⑵ ෳࣜྲྀٯ防止ห μΠϠϑϥϜࣜٯ止ห ୯ࣜྲྀٯ防止ห หؾۭ

⑶ ೋॏࣜྲྀٯ防止ث ࣗॏࣜྲྀٯ防止ห ୯ࣜྲྀٯ防止ห หؾٵ

⑷ ෳࣜྲྀٯ防止ห ࣗॏࣜྲྀٯ防止ห ث防止ྲྀٯ圧ࣜݮ หؾۭ

問題　46 給水༻۩に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ େศثચড়หは、େศثのચড়に༻いる給水༻۩Ͱあり、+*4ç#çù÷ýøɿù÷øúʢ給水ખʣ

ຢはそれに準じた構造のものは、ॠؒ的にଟྔの水を必要ͱするのͰ配管はܘޱ ù÷ NN

Ҏ上ͱしなけれならない。

⑵ 定ྲྀྔหは、Ͷ、ΦリϑΟε、χーυϧࣜによるྲྀྔௐػ構によͬて、Ұ次ଆの

圧力に関Θらずྲྀྔ͕Ұ定になるようௐする給水༻۩Ͱある。

⑶ ஷଂ湯ثは、Ϙーϧタοϓを備͑たث内の༰ثにஷ水した水を、Ұ定ԹにՃして

給湯する給水༻۩Ͱある。

⑷ αυϧ分水ખは、配水管にऔけるαυϧػ構ͱෆஅ水分ذをߦう止水ػ構をҰମԽ

した分水ખͰ、分ܘޱذは øúʙü÷ NN Ͱある。

�

問題　45 給水༻۩に関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、適当なものは

どれか。

ᶃ Ξ は、֤หମのςεトコοクによるੑνΣοク及び࡞ಈෆྑ࣌のหମのަ

͕、配管にऔけた··Ͱ͖る構造Ͱある。

ᶄ Π は、Ұ次ଆのྲྀ水圧Ͱٯ止หମをԡし上͛て通水し、ఀ止ຢはٯ圧࣌はٯ止

หମ͕ࣗॏͱٯ圧Ͱห࠲をดじる構造Ͱある。

ᶅ  は、 ø ͕ܕͱᶘܕにԡしͭける構造のものͰᶗ࠲のหମをͶによͬてหݸ

ある。

ᶆ エ は、ྫྷפなどの水ൈ͖配管Ͱ、ෆౚખを༻してೋ次ଆ配管内の水をഉ水

しౚ݁を防͙配管において、ഉ水࣌にಉ配管内にۭؾをಋೖして水ൈ͖をԁにするࣗಈ

หͰある。

Ξ Π  エ

⑴ ೋॏࣜྲྀٯ防止ث μΠϠϑϥϜࣜٯ止ห ث防止ྲྀٯ圧ࣜݮ หؾٵ

⑵ ෳࣜྲྀٯ防止ห μΠϠϑϥϜࣜٯ止ห ୯ࣜྲྀٯ防止ห หؾۭ

⑶ ೋॏࣜྲྀٯ防止ث ࣗॏࣜྲྀٯ防止ห ୯ࣜྲྀٯ防止ห หؾٵ

⑷ ෳࣜྲྀٯ防止ห ࣗॏࣜྲྀٯ防止ห ث防止ྲྀٯ圧ࣜݮ หؾۭ

問題　46 給水༻۩に関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ େศثચড়หは、େศثのચড়に༻いる給水༻۩Ͱあり、+*4ç#çù÷ýøɿù÷øúʢ給水ખʣ

ຢはそれに準じた構造のものは、ॠؒ的にଟྔの水を必要ͱするのͰ配管はܘޱ ù÷ NN

Ҏ上ͱしなけれならない。

⑵ 定ྲྀྔหは、Ͷ、ΦリϑΟε、χーυϧࣜによるྲྀྔௐػ構によͬて、Ұ次ଆの

圧力に関Θらずྲྀྔ͕Ұ定になるようௐする給水༻۩Ͱある。

⑶ ஷଂ湯ثは、Ϙーϧタοϓを備͑たث内の༰ثにஷ水した水を、Ұ定ԹにՃして

給湯する給水༻۩Ͱある。

⑷ αυϧ分水ખは、配水管にऔけるαυϧػ構ͱෆஅ水分ذをߦう止水ػ構をҰମԽ

した分水ખͰ、分ܘޱذは øúʙü÷ NN Ͱある。
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問題　47 水ಓϝーターに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 水ಓϝーターは、ध要ऀ͕༻する水ྔをੵྔܭࢉするثྔܭͰあり、水ಓ法に定める

ಛ定ثྔܭのݕ定に合֨したものを設置しなけれならない。

Π 水ಓϝーターのݕ定有効ؒظは、 ÿ Ͱあるため、そのؒظ内にݕ定に合֨したϝー

ターͱަしなけれならない。

 水ಓϝーターのํྔܭ法は、ྲྀれている水のྲྀをଌ定してྲྀྔにࢉするྲྀ ʢࣜਪ

ଌࣜʣͱ、水のମੵをଌ定する༰ੵ ʢ࣮ࣜଌࣜʣに分ྨされ、զ͕ࠃͰ༻されている水ಓ

ϝーターは、΄ͱΜど͕༰ੵࣜͰある。

エ 水ಓϝーターは、ڐ༰ྲྀྔൣғを͑て水をྲྀすͱ、ਖ਼しい͕ྔܭͰ͖な͘なるおそれ

͕あるため、適ਖ਼༻ྲྀྔൣғ、ॠ࣌༻のڐ༰ྲྀྔにे分ཹҙして水ಓϝーターのݺ

びܘをܾ定する必要͕ある。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑷

問題　48 水ಓϝーターに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓϝーターのྔܭ部のܗଶ͕Մࣜٯのものは、ਖ਼ํͱํٯからの通ա水ྔをྔܭ

するࣨྔܭをもͬており、ਖ਼ํはՃํٯ、ࢉはࢉݮする構造Ͱある。

⑵ ి࣓ࣜ水ಓϝーターは、ӋࠜंにӬ࣓ٱੴをऔけて、Ӌࠜंのճసを࣓ؾηンαͰి

。ॲཧして、通ա水ྔをӷথදࣔするํࣜͰあるࢉग़し、ूੵճ路によりԋݕ৴߸ͱしてؾ

⑶ 水ಓϝーターのԕִࣔࢦ装置は、設置したϝーターのࣔࢦ水ྔをϝーターかられた場

ॴͰよ͘ݕするために設けるものͰある。

⑷ 水ಓϝーターは、֤水ಓऀۀࣄにより、༻する͕ࣜܗҟなるため、設ܭに当たͬては、

あらかじめ͜れらを֬ೝする必要͕ある。

�

問題　47 水ಓϝーターに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ 水ಓϝーターは、ध要ऀ͕༻する水ྔをੵྔܭࢉするثྔܭͰあり、水ಓ法に定める

ಛ定ثྔܭのݕ定に合֨したものを設置しなけれならない。

Π 水ಓϝーターのݕ定有効ؒظは、 ÿ Ͱあるため、そのؒظ内にݕ定に合֨したϝー

ターͱަしなけれならない。

 水ಓϝーターのํྔܭ法は、ྲྀれている水のྲྀをଌ定してྲྀྔにࢉするྲྀ ʢࣜਪ

ଌࣜʣͱ、水のମੵをଌ定する༰ੵ ʢ࣮ࣜଌࣜʣに分ྨされ、զ͕ࠃͰ༻されている水ಓ

ϝーターは、΄ͱΜど͕༰ੵࣜͰある。

エ 水ಓϝーターは、ڐ༰ྲྀྔൣғを͑て水をྲྀすͱ、ਖ਼しい͕ྔܭͰ͖な͘なるおそれ

͕あるため、適ਖ਼༻ྲྀྔൣғ、ॠ࣌༻のڐ༰ྲྀྔにे分ཹҙして水ಓϝーターのݺ

びܘをܾ定する必要͕ある。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑵

⑶  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑷

問題　48 水ಓϝーターに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 水ಓϝーターのྔܭ部のܗଶ͕Մࣜٯのものは、ਖ਼ํͱํٯからの通ա水ྔをྔܭ

するࣨྔܭをもͬており、ਖ਼ํはՃํٯ、ࢉはࢉݮする構造Ͱある。

⑵ ి࣓ࣜ水ಓϝーターは、ӋࠜंにӬ࣓ٱੴをऔけて、Ӌࠜंのճసを࣓ؾηンαͰి

。ॲཧして、通ա水ྔをӷথදࣔするํࣜͰあるࢉग़し、ूੵճ路によりԋݕ৴߸ͱしてؾ

⑶ 水ಓϝーターのԕִࣔࢦ装置は、設置したϝーターのࣔࢦ水ྔをϝーターかられた場

ॴͰよ͘ݕするために設けるものͰある。

⑷ 水ಓϝーターは、֤水ಓऀۀࣄにより、༻する͕ࣜܗҟなるため、設ܭに当たͬては、

あらかじめ͜れらを֬ೝする必要͕ある。
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問題　49 給水༻۩のނোͱରࡦに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ Ϙーϧタοϓϩータンクの水͕止·らないのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ϑϩート

ห͕ଛইしていたのͰ、৽しいුۄにަした。

Π 水ખの水のग़͕ѱいのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、水ખのεトレーφにΰϛ͕٧·ͬ

ていたのͰ、水ખをऔ֎し、εトレーφのΰϛをআڈした。

 େศثચড়หからৗにগྔの水͕ྲྀग़していたのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ϐεト

ンόϧϒͱห࠲のؒにҟ͕かΈࠐΜͰいたのͰ、ϐεトンόϧϒをऔ֎しҟをআいた。

エ খศثચড়หのు水ྔ͕ଟいのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ௐઅͶじ͕։͖ա͗てい

たのͰ、ௐઅωδをࠨにճしてు水ྔをݮらした。

Ξ Π  エ

ޡ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑴

⑵  ਖ਼ ޡ ޡ ਖ਼

ޡ ਖ਼ ਖ਼ ޡ  ⑶

⑷  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ਖ਼

問題　50 給水༻۩のނোͱରࡦに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ෭ห定水Ґหから水͕ग़ないのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、εトレーφにҟ͕٧

·ͬていたのͰ、分ղしてਗ਼した。

⑵ 水ખを༻するͱ水ܸ࡞༻ʢΥータϋンϚʣ͕ ੜじていたのͰݪҼをௐࠪした。その݁

Ռ、͜·ͱύοΩンの֎͕ܘෆἧいͰあͬたのͰ、ਖ਼規なものにऔସ͑た。

⑶ େศثચড়หからৗにେྔの水͕ྲྀग़していたのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ϐεト

ンόϧϒのεトレーφにҟ͕٧·ͬていたのͰ、ϐεトンόϧϒをऔग़しϒϥγͰܰ͘

ਗ਼した。

⑷ ड水૧のϘーϧタοϓからのิ給水͕止·らないのͰݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、Ϙー

ϧタοϓのห͕࠲ଛইしていたのͰ、ϘーϧタοϓのύοΩンをऔସ͑た。

�
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給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　51 ࢪ管ཧに関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、適当なものは

どれか。

内༰をѲし、それにԊͬたࢪのࣄલに当֘ࣄ、管ཧのऀはࢪ Ξ ʢ࣮

、し࡞ʣをࡦ法、質管ཧํ法、安全ରํࢪ、ମ੍ࢪ、ఔදࢪ Π にप

をਤͬてお͘。·た、ߦࢪࣄに当たͬては、ܭըに基ͮ͘ఔ管ཧ、ఔに応じたࣄ

質の֬ೝฒびにࣄਐḿに合Θͤてެऺࡂ及び  を防止するための安全ରࡦをߦ

うなどࢪ管ཧにあたるものͱする。

Ξ Π 

⑴ 安全ܭըॻ ऀࣄैࣄ ෆྑࢪ

⑵ 安全ܭըॻ 水ಓऀۀࣄ ࿑ಇࡂ

⑶ ըॻܭࢪ ऀࣄैࣄ ࿑ಇࡂ

⑷ ըॻܭࢪ 水ಓऀۀࣄ ෆྑࢪ

問題　52 給水装置ࣄに関する次の記述のਖ਼ޡのΈ合Θͤのうち、適当なものはどれか。

Ξ ࣄ内༰をݱ場ۙॅຽ通ߦਓにपするため、ใ൘を༻し、必要なใ措置

をߦう。

Π 配水管をஅ水して給水管を分ذするࣄの場合は、水ಓऀۀࣄͱのٞڠに基ͮいて、அ

水ใをྀߟしたஅ水ࣄ͕設定されるのͰ、それを基準ͱしてఱީをྀߟした

。ఔをΉ

 質管ཧ記は、ࢪ管ཧの݁ՌͰあり適ਖ਼なࣄをূ໌するূしͱなるのͰ、給水装

置ࣄ主技術ऀは質管ཧの࣮ࢪͱその記の࡞をଵͬてはならない。たͩし、

内の給水装置ࣄにͭいては͜のݶりͰはない。

エ ࣄணखݱ、ޙ場ۙॅຽにରし、ࣄのߦࢪにͭいてڠ力͕ಘられるよう、ࣄ内༰

の۩ମ的なઆ໌をߦう。

Ξ Π  エ

⑴  ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ

⑵  ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ

ਖ਼ ޡ ਖ਼ ޡ  ⑶

ਖ਼ ਖ਼ ޡ ޡ  ⑷

給 水 装 置 施 工 管 理 法
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問題　53 Լਤは、ಓ路ࣄを必要ͱしない場合の給水装置ࣄのࣄडからࣄ ʢྃҾ͖

しʣ·ͰのҰൠ的なఔのൈਮͰある。 にೖる۟ޠの次のΈ合Θͤのうち、適

当なものはどれか。

のडࣄ

Ҿ͖し

通水ʢ水質֬ೝʣ

水ಓऀۀࣄのॡࠪݕ

エ

֤छ給水༻۩のऔけ



の設定ߦࢪࣄ

Π

設ɹܭ

Ξ

Ξ Π  エ

⑴ ௐࠪݱ 水ಓऀۀࣄによる
設ܭ৹ࠪ

構造ɾ材質基準
適合の֬ೝ

ࠪݕのऀۀࣄࣄ
ʢ耐圧ݧࢼʣ

⑵ 水ಓऀۀࣄによる
設ܭ৹ࠪ

ௐࠪݱ ࠪݕのऀۀࣄࣄ
ʢ耐圧ݧࢼʣ

構造ɾ材質基準
適合の֬ೝ

⑶ ௐࠪݱ 水ಓऀۀࣄによる
設ܭ৹ࠪ

ࠪݕのऀۀࣄࣄ
ʢ耐圧ݧࢼʣ

構造ɾ材質基準
適合の֬ೝ

⑷ 水ಓऀۀࣄによる
設ܭ৹ࠪ

ௐࠪݱ 構造ɾ材質基準
適合の֬ೝ

ࠪݕのऀۀࣄࣄ
ʢ耐圧ݧࢼʣ



 ● Vol.19  No.1  2018. 新年号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

49

11

問題　54 給水装置ࣄのఔ管ཧに関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、

適当なものはどれか。

、ࢪ࣮、ըܭఔ管ཧは、Ұൠ的に Ξ にେผする͜ͱ͕Ͱ͖る。ܭըのஈ֊Ͱは、

給水管給水༻۩のࢪॱংํ法、建築ࣄͱのఔௐ、ػցث۩及びࣄ༻材ྉのख

配、技術ऀ配管技ऀをؚΉ Π をख配し準備する。ࣄは  のࢦಋಜ

のもͱͰ࣮ࢪする。

Ξ Π 

⑴ 管ཧ 主ऀۀ࡞ 技を有するऀ

⑵ ࠪݕ ऀࣄैۀ࡞ 技を有するऀ

⑶ 管ཧ ऀࣄैۀ࡞ 給水装置ࣄ主技術ऀ

⑷ ࠪݕ 主ऀۀ࡞ 給水装置ࣄ主技術ऀ

問題　55 ެಓ上のݱۀ࡞場におけるަ通อ安ରࡦに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

ނࣄۙॅຽのຢは、及び材ྉ͕ަ通の۩ثցػ༺ࣄ、࠭場の۷ݱࣄ ⑴

ൃੜのݪҼにならないようݱ場ۙはৗにཧしてお͘。

⑵ ಓ路上にۀ࡞場を設ける場合は、ݪଇͱしてަ通ྲྀにฏߦする部分からं྆をग़ೖりさ

ͤなけれならない。

⑶ ಓ路上に設置したۀ࡞場内には、ݪଇͱして、ۀ࡞に༻しないं྆をறंさͤてはな

らない。

するͱ͜Ζにैい、ಓ路ඪࣝ、ඪࣔ൘ࣔࢦॺのܯは、ಓ路管ཧऀ及びॴऀࢪ ⑷

Ͱ必要なものを設置しなけれならない。

11

問題　54 給水装置ࣄのఔ管ཧに関する次の記述の 内にೖる۟ޠのΈ合Θͤのうち、

適当なものはどれか。

、ࢪ࣮、ըܭఔ管ཧは、Ұൠ的に Ξ にେผする͜ͱ͕Ͱ͖る。ܭըのஈ֊Ͱは、

給水管給水༻۩のࢪॱংํ法、建築ࣄͱのఔௐ、ػցث۩及びࣄ༻材ྉのख

配、技術ऀ配管技ऀをؚΉ Π をख配し準備する。ࣄは  のࢦಋಜ

のもͱͰ࣮ࢪする。

Ξ Π 

⑴ 管ཧ 主ऀۀ࡞ 技を有するऀ

⑵ ࠪݕ ऀࣄैۀ࡞ 技を有するऀ

⑶ 管ཧ ऀࣄैۀ࡞ 給水装置ࣄ主技術ऀ

⑷ ࠪݕ 主ऀۀ࡞ 給水装置ࣄ主技術ऀ

問題　55 ެಓ上のݱۀ࡞場におけるަ通อ安ରࡦに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

ނࣄۙॅຽのຢは、及び材ྉ͕ަ通の۩ثցػ༺ࣄ、࠭場の۷ݱࣄ ⑴

ൃੜのݪҼにならないようݱ場ۙはৗにཧしてお͘。

⑵ ಓ路上にۀ࡞場を設ける場合は、ݪଇͱしてަ通ྲྀにฏߦする部分からं྆をग़ೖりさ

ͤなけれならない。

⑶ ಓ路上に設置したۀ࡞場内には、ݪଇͱして、ۀ࡞に༻しないं྆をறंさͤてはな

らない。

するͱ͜Ζにैい、ಓ路ඪࣝ、ඪࣔ൘ࣔࢦॺのܯは、ಓ路管ཧऀ及びॴऀࢪ ⑷

Ͱ必要なものを設置しなけれならない。
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問題　56 給水装置ࣄのݱ場におけるిނࣄؾ防止の基ຊ߲ࣄに関する次の記述のうち、ෆ適当な

ものはどれか。

⑴ 水தϙンϓそのଞのిؾ関ث材は、ৗにݕͱิमをߦいਖ਼ৗなঢ়ଶͰ࡞ಈさͤる。

⑵ ిઢを造ӦにεςοϓϧͰԾ止めするなどのԾ設のిࣄؾは、ిۀࣄؾ法に基ͮ͘

ʮిؾ設備に関する技術基準を定めるলྩʯなどによりిؾ技術ऀ͕ߦΘなけれならない。

ғい、෴、ࡤのあるものには必ずݥةい、৮のߦදࣔをݥة圧配ઢ、มి設備にはߴ ⑶

いిײ防止措置をߦう。

。を設置するث防止のために、ి力設備に配ઢ༻ःஅނࣄిײ ⑷

問題　57 建築基準法に規定されている給水タンクに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ ਁ水によりΦーόーϑϩー管から水͕ྲྀٯするおそれのある場ॴの給水タンクには、ਁ

水をݕしܯใする装置の設置そのଞを講ずる。

⑵ 建築の内部に設ける給水タンクは、֎部からఱҪ、ఈຢはपนのอकݕを༰қかͭ

安全にߦう͜ͱ͕Ͱ͖るようにする。

⑶ 圧力タンクをআ͖有効༰ྔ͕ ù N3ະຬの給水タンクには、Φーόーϑϩー管を設け

る必要͕ない。

⑷ 給水タンクに設けるϚンϗーϧは、ܘ ý÷ DN Ҏ上のԁ͕内する͜ͱ͕Ͱ͖るもの

ͱする。

1�
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問題　58 建設ۀ法ͱ給水装置ࣄ主技術ऀに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水装置ࣄ主技術ऀは、管ۀࣄにおけるܦӦ߲ࣄ৹ࠪのධՁのରͰある。

⑵ 給水装置ࣄ主技術ऀ໔ঢ়のަをडけたのち、管ࣄに関し࣮ݧܦを ý か݄Ҏ上

有する給水装置ࣄ主技術ऀは、管ۀࣄにおけるӦۀॴのઐ技術ऀになる͜ͱ͕Ͱ

͖る。

⑶ 建設ۀ法に基͖ͮ管ۀࣄのӦۀॴઐ技術ऀͱなͬた給水装置ࣄ主技術ऀは、

ಋಜのࢦするऀの技術上のࣄにैߦࢪのࣄするため、技術上の管ཧࢪを適ਖ਼に࣮ࣄ

৬をߦΘなけれならない。

⑷ 建設ۀのڐՄ͕必要のないখ規なࣄにܞΘる給水装置ࣄ主技術ऀにおいても、

建設ۀ法のࣝは必要Ͱある。

問題　59 ࿑ಇ安全Ӵੜに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

۩及び۩ث、する͜ͱشࢦをۀ࡞のํ法をܾ定しۀ࡞、主ऀの主な৬はۀ࡞ ⑴

をݕしෆྑをऔりআ͘͜ͱ、อޢ及び安全ۺの༻ঢ়گをࢹする͜ͱͰある。

さ͕ߴ໘の۷ ⑵ øõü N Ҏ上ͱなるࢁの۷ʢずいಓ及びたてҎ֎のの۷をআ

͘。ʣۀ࡞にͭいては、ࢁの۷ۀ࡞主ऀをબしなけれならない。

のੑ質上ۀ࡞する͜ͱ͕Ͱ͖ない場合ຢはؾԽを防止するためࢎ、は、രൃऀۀࣄ ⑶

ૉೱࢎதのؾう場ॴのۭߦをۀ࡞ݥةૉܽࢎ、な場合をআ͖ࠔする͜ͱ͕ஶし͘ؾ

を øÿˋҎ上にอͭようにؾしなけれならない。

ૉܽのおそれ͕ੜじたͱ͖は、ࢎう場ॴにおいてߦをۀ࡞ݥةૉܽࢎ、はऀۀࣄ ⑷

ちにۀ࡞をத止し、࿑ಇऀをその場ॴからୀආさͤなけれならない。

1�

問題　58 建設ۀ法ͱ給水装置ࣄ主技術ऀに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

⑴ 給水装置ࣄ主技術ऀは、管ۀࣄにおけるܦӦ߲ࣄ৹ࠪのධՁのରͰある。

⑵ 給水装置ࣄ主技術ऀ໔ঢ়のަをडけたのち、管ࣄに関し࣮ݧܦを ý か݄Ҏ上

有する給水装置ࣄ主技術ऀは、管ۀࣄにおけるӦۀॴのઐ技術ऀになる͜ͱ͕Ͱ

͖る。

⑶ 建設ۀ法に基͖ͮ管ۀࣄのӦۀॴઐ技術ऀͱなͬた給水装置ࣄ主技術ऀは、

ಋಜのࢦするऀの技術上のࣄにैߦࢪのࣄするため、技術上の管ཧࢪを適ਖ਼に࣮ࣄ

৬をߦΘなけれならない。

⑷ 建設ۀのڐՄ͕必要のないখ規なࣄにܞΘる給水装置ࣄ主技術ऀにおいても、

建設ۀ法のࣝは必要Ͱある。

問題　59 ࿑ಇ安全Ӵੜに関する次の記述のうち、ෆ適当なものはどれか。

۩及び۩ث、する͜ͱشࢦをۀ࡞のํ法をܾ定しۀ࡞、主ऀの主な৬はۀ࡞ ⑴

をݕしෆྑをऔりআ͘͜ͱ、อޢ及び安全ۺの༻ঢ়گをࢹする͜ͱͰある。

さ͕ߴ໘の۷ ⑵ øõü N Ҏ上ͱなるࢁの۷ʢずいಓ及びたてҎ֎のの۷をআ

͘。ʣۀ࡞にͭいては、ࢁの۷ۀ࡞主ऀをબしなけれならない。

のੑ質上ۀ࡞する͜ͱ͕Ͱ͖ない場合ຢはؾԽを防止するためࢎ、は、രൃऀۀࣄ ⑶

ૉೱࢎதのؾう場ॴのۭߦをۀ࡞ݥةૉܽࢎ、な場合をআ͖ࠔする͜ͱ͕ஶし͘ؾ

を øÿˋҎ上にอͭようにؾしなけれならない。

ૉܽのおそれ͕ੜじたͱ͖は、ࢎう場ॴにおいてߦをۀ࡞ݥةૉܽࢎ、はऀۀࣄ ⑷

ちにۀ࡞をத止し、࿑ಇऀをその場ॴからୀආさͤなけれならない。
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問題　60 建築基準法に規定されている配管設備などの技術的基準に関する次の記述のうち、適当な

ものはどれか。

⑴ コンクリートへの埋設などにより腐食するおそれのある部分には、その材質に応じ有効

な腐食防止のための措置を講ずる。

⑵ いかなる場合においても、構造耐力上主要な部分を貫通して配管してはならない。

⑶ 圧力タンク及び給湯設備には、安全装置を設ける必要はない。

⑷ エレベーターの昇降路内に給水の配管設備を設置しても問題ない。
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科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
 公衆衛生 問題　１ ３）

 給水装置
問題１１ １）

 給水装置 問題
２１
２０ １）

 概論 問題　２ １）

 工事法

問題１２ ２）

 の構造及 問題
２２

４）
問題　３ ４）

問題１３ １）

び性能 問題
２３

１）

 水道行政 問題　４ ２）

問題１４ ２）

問題
２４

４）
問題　５ １）

問題１５ ４）

問題
２５

３）
問題　６ ３）

問題１６ ３）

問題
２６

２）
問題　７ １）

問題１７ ３）

問題
２７

４）
問題　８ ４）

問題１８ ４）

問題
２８

２）
問題　９ ４）

問題１９ ２）

問題
２９

３）
問題１０ ２） 問題

３０
１）

 給水装置 問題
３１

４）

 給水装置
問題

３６
３）

 計画論 問題
３２

４）

 工事事務
問題

３７
１）

問題
３３

３）

 論
問題

３８
３）

問題
３４

２）

問題
３９

４）

問題
３５

２）

問題
問題４０

１）

 給水装置 問題４１ ４）  給水装置 問題５１ ３）
 の概要 問題４２ ４）  施工管理 問題５２ １）

問題４３ １）  法 問題５３ １）
問題４４ ２） 問題５４ ３）
問題４５ ３） 問題５５ ２）
問題４６ １） 問題５６ ４）
問題４７ ４） 問題５７ ３）
問題４８ ２） 問題５８ ２）
問題４９ ３） 問題５９ ２）
問題５０ ４） 問題６０

（

（

（
（

（

（
（

（
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（
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（ （
（ （
（ （
（ （
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（ （
（ （１）

学 　科 　試 　験　１

平成29年度給水装置工事主任技術者試験正答番号一覧

科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号

学　科　試　験　2
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財団ニュース

財団χϡーε

平成29年度
給水装置工事主任技術者試験実施結果

試験実施日　平成29年10月 22日（日）
合格者発表日　平成29年11月 30日（木）

試験地区 試験地 試験会場 受験票
交付数

有効
受験者数

受験率
（％） 合格者数 合格率

（％）

北 海 道 札 幌 市 さっぽろ芸文館 743
(159)

657
（152） 88.4 270

(85)
41.1
(55.9)

東　　北 仙 台 市 東北大学
川内北キャンパス

1,902
(345)

1,648
（310） 86.6 714

(179)
43.4
(57.7)

関　　東

千 葉 県
習志野市

千葉工業大学
新習志野キャンパス

1,354
(222)

1,137
（198） 84.0

2,218
(522)

44.0
(60.3)

神奈川県
横 浜 市

横浜国立大学常盤台
キャンパス

1,399
(216)

1,169
（180） 83.6

東 京 都
杉 並 区

明治大学
和泉キャンパス

3,204
(552)

2,730
（487） 85.2

中　　部 名古屋市 名古屋市立大学
滝子キャンパス

1,950
(387)

1,658
（342） 85.0 758

(211)
45.7
(61.7)

関　　西 東大阪市 近畿大学
Ｅキャンパス

2,857
(483)

2,421
（427） 84.7 1,062

(260)
43.9
(60.9)

中国四国 広 島 市 広島工業大学
専門学校

1,377
(323)

1,203
（285） 87.4 491

(154)
40.8
(54.0)

九　　州 福 岡 市 九州大学
伊都キャンパス

2,070
(429)

1,764
（387） 85.2 788

(212)
44.7
(54.8)

沖　　縄 那 覇 市 沖縄県市町村
自治会館

312
(83)

263
（72） 84.3 105

(38)
39.9
(52.8)

計 ８地区１０試験地１０会場 17,168
(3,199)

14,650
（2,840） 85.3 6,406

(1,661)
43.7
(58.5)

有効受験者数：	有効受験者数とは、平成29年度試験時間割のうち学科試験１(公衆衛生概論、水道行政、給水装置工事法、給水装置
の構造及び性能、給水装置計画論、給水装置工事事務論 )、学科試験２( 給水装置の概要、給水装置施工管理法 ) の全
ての学科試験を受験した者
ただし、試験科目一部免除者は学科試験2の受験を免除

一部免除者：	１級・２級管工事施工管理技士は、試験科目の一部免除を受けることができる
(　　) 内数字：	一部免除者で内数
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（平成29年7月～12月）

　7月11日（火） 第 2回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会 財団会議室

　7月25日（火） 第 3回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会 財団会議室

　8月21日（月） 平成 29年度調査研究助成選考委員会 財団会議室

　8月29日（火） 給水装置工事配管技能検定会（宮城県①） 宮城県管工業協同組合

　8月30日（水） 　　　　　　 〃　　　　　　（宮城県②） 宮城県管工業協同組合

　9月　1日（金） 　　　　　　 〃　　　　　　（大阪府）
大阪府立南大阪高等職業技術専門校

　9月　6日（水） 　　　　　　 〃　　　　　　（岩手県）
岩手産業文化センター（アピオ）

　9月　9日（土） 　　　　　　 〃　　　　　　（埼玉県） 埼玉県管工事会館

　9月21日（木） 　　　　　　 〃　　　　　　（千葉県）
千葉県水道技術研修センター

　9月26日（火） 　　　　　　 〃　　　　　　（愛媛県）
松山市管工事業協同組合

　9月28日（木） 第 47回機関誌編集委員会 財団会議室

　9月30日（土） 給水装置工事配管技能検定会（新潟県） 新潟市水道局

10月　7日（土） 　　　　　　 〃　　　　　　（山口県）
宇部管工事協同組合会館

10月 12日（木） 　　　　　　 〃　　　　　　（福島県）
前澤給装工業株式会社　福島工場

〃 　　　　　　 〃　　　　　　（富山県）
富山市管工事協同組合会館

10月 22日（日） 平成 29年度給水装置工事主任技術者試験

11月　2日（木） 給水装置工事配管技能検定会（山形県）
　山形市上下水道施設管理センター

11月　9日（木） 　　　　　　 〃　　　　　　（東京都）
都立多摩職業能力開発センター府中校
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11月 11日（土） 給水装置工事配管技能検定会（香川県）
高松市上下水道局川添浄水場

〃 　　　　　　 〃　　　　　　（青森県）
八戸圏域水道技術研修センター

〃 　　　　　　 〃　　　　　　（佐賀県）
佐賀市上下水道局神野第二浄水場

〃 　　　　　　 〃　　　　　　（広島県）
広島市指定上下水道工事業協同組合

11月 15日（水） 第 11回監事会 財団会議室

11月 17日（金） 給水装置工事配管技能検定会（静岡県）
静岡市上下水道局門屋浄水場

〃 第 2回給水装置工事主任技術者試験委員会 財団会議室

11月 18日（土） 給水装置工事配管技能検定会（滋賀県）
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

11月 20日（月） 第 16回理事会（臨時） 財団会議室

11月 30日（木） 第 14回評議員会（臨時） 財団会議室

〃 平成 29年度給水装置工事主任技術者試験合格者発表

W
ater Plumbing Enginee

rin
g

平成 29年度給水装置工事主任技術者国家試験は 8地区・10 会場で実施

給水装置工事配管技能検定会も各地で開催した。左の写真は穿孔作業、右の写真は給水管の切断・接合・組立作業の様子
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機 関 誌

編 集 委 員

編
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記■一部の新聞報道などでご存知の方も多
いかと存じますが、江郷道生専務理事が
退任を申し出たことを受け、11月の臨時理
事会・評議員会において、後任の専務理
事を公募することが決定しました。２月には新たな専
務理事が選定される予定です。これまで江郷専務理
事の下、平成24年の公益財団法人への移行や平成
26年末の事務所の移転、主任技術者試験の受験申
請手続き簡素化、平成29年4月から名称変更した給
水装置工事配管技能者証（カード）の発行などに取
り組んできましたが、４月に就任された眞柄泰基理
事長、そして新たな専務理事という新体制の中で、
給水装置工事技術者の養成、給水装置工事技術の
開発・調査・研究の推進に寄与するという財団の使
命を果たすと同時に、水道法改正（案）に盛り込まれ
ている指定工事事業者の更新制度を踏まえた主任
技術者の生涯研修などの新たな展開に取り組んでい
きたいと考えております。

■さて、今号の特集では、地方公共団体
と管工事組合の官民が連携した広報活動
にスポットを当てました。災害対応や施設

の運転管理、料金徴収、事業運営など、多様な分野
で官民連携が進められていますが、水道事業体の
職員が減少する中、イベント等の広報活動において
も、ますます官民連携の必要性が増していくように
感じました。一方、給水装置Ｑ＆Ａでは高層建物へ
の給水方式について、調査研究助成報告書では給
水における機器・システムの最適化と実現への課題
に関する論文を掲載しました。給水装置技術講座は
休載しましたが、次号から当財団が発表した「直結
給水における逆流防止システム設置のガイドラインと
その解説」について掲載していく予定です。
■当機関誌においては、今後も水道界の皆さまのお役
に立つ多様な情報を発信すると同時に、給水装置工
事に関わる専門的な情報を発信していきたいと考えて
おります。新年度も引き続きのご支援をお願い致します。











ストック機能で震災時も安心  貯水槽給水方式

貯水槽廻り給水用機器は
　信頼と実績のFMバルブ製品で

・FM 定水位弁

・FM 緊急遮断弁

・FM レベルキャッチャー
   （センサー式水位制御システム）

URL



電話 ０３（６９１１）２７１１  FAX ０３（６９１１）２７１６
〒163-0712東京都新宿区西新宿二丁目７番1号 小田急第一生命ビル12階

公益財団法人 給水工事技術振興財団

本書の特色
　本書は、平成25年4月に「給水装置工事技術指針」の全面改
訂版として発刊し、二刷として新たなデータに更新するなどの
部分修正を行い、平成27年４月24日に発売しました。
 「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」等の法令・
通知の改正あるいは新たに開発された多様な給水装置の技術
について、最新の内容を盛り込んだものになっています。

これから給水装置工事を学ぼうとする方にはもちろん、

　　給水装置工事主任技術者 及び 水道事業に従事する技術職員が

　　　　　　　　　　　　　　必携する専門技術書としてお奨めします。

１． 本書一冊で、給水装置工事に関するあらゆる知識が習得できます。

２． 豊富な写真・図表や平易な文章によって解りやすい内容になっています。

３． 水道法はもとより建設業法等の解説もあり、実際の計画・施工にも役立ちます。

４． 省令等の改正に沿って、最新の知見が掲載されています。

５． 給水装置の構造及び性能編はシステム基準を加えるなど 解りやすい内容になっています。

６． 施工や事故の事例に関する様々な技術情報が掲載されています。

 h t t p : / /www. k yuukou . o r . j p
詳しくは詳しくは 給水工事

６，０００円 （消費税込） 送料／財団負担定価

書籍のご案内

改訂
給水装置工事技術指針

二刷：平成 27 年 4 月発行　



給水装置の事故事例に学ぶ
～事故事例と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故事例と予防に向けて～

財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事

故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く

ことを目的にした新書籍です。

【主な事例】１誤分岐接合…工業用水管等11事例　２給水装置の構造及び
材質の基準に不適合で生じた事故…クロスコネクション31事例 ウォーターハ
ンマ18事例　配管工事に関わる事故23事例　合成樹脂管と有機溶剤21事
例　給水用具の不具合による事故3事例　漏水による公衆災害６事例
【参考資料】１厚生労働省からの通知等　２事故の予防事例（立入調査）

問い合わせ・申し込み先　公益財団法人 給水工事技術振興財団
 技術開発部技術開発課

〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
小田急第一生命ビル12階　　　　

　　　　　　電話 03-6911-2711/FAX 03-6911-2715



部位 被害数 割合
※

サドル本体損壊 74 179 504 4,454 1.7% 4.0% 11.3% 100.0%

給水管接続部破損 88 2.0%

給水管接続部抜け 11 0.2%

分類不能 6 0.1%

本体割れ 1 2 0.0% 0.0%

分類不能 1 0.0%

分水栓破損 3 17 0.1% 0.4%

給水管接続部破損 12 0.3%

給水管接続部抜け 1 0.0%

分類不能 1 0.0%

本体破損 7 306 0.2% 6.9%

給水管接続部破損 236 5.3%

給水管接続部抜け 61 1.4%

分類不能 2 0.0%

破損 1,593 2,432 3,327 35.8% 54.6% 74.7%

抜け 811 18.2%

分類不能 28 0.6%

破損 233 274 5.2% 6.2%

抜け 39 0.9%

分類不能 2 0.0%

破損 157 160 3.5% 3.6%

抜け 2 0.0%

分類不能 1 0.0%

波状ステンレス鋼鋼管 抜け 2 2 0.0% 0.0%

破損 424 426 9.5% 9.6%

抜け 2 0.0%

破損 25 26 0.6% 0.6%

抜け 1 0.0%

破損 6 7 0.1% 0.2%

その他 1 0.0%

本体被害 472 605 10.6% 13.6%

継手破損 116 2.6%

継手抜け 15 0.3%

分類不能 2 0.0%

止水栓被害 10 18 0.2% 0.4%

給水管接続部破損 7 0.2%

給水管接続部抜け 1 0.0%
※
被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。

第一止水栓部

水道メーター部

銅管

分類不能

鉛管

管種・構造
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不断水割T字管
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被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。

東 日 本 大 震 災
給水装置被害状況調査
報　　告　　書

平成 28 年 9月
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